
８
分
別
化
も
順
調
に
定
着

平

成
１３

年

度

の
総

ご

み
量

は

、
人

口
が

増

加
し
て

い

る
に

も
か
か
わ

ら
ず

減
少

に
転
じ

、

ご
み

処

理

経
費

も
前

年

度
に

比

べ

、
五

億
円

以
上

も

の
削

減

と
な

り

ま
し

た

。

平

成
１３

年
４

月

か
ら

始
ま

っ

た
８

分
別

収

集
は

、

市
民

の

皆
さ

ん

の
理

解

・

協
力

と
収

集

体
制

の

変
更

（
祝

日

お
よ

び

振

替
休
日

の

収

集
）
に
よ

り

、
順

調

に
定

着

し
て

い

ま

す

。

統
計

の
そ

ろ

っ
て

い

る
平

成
１１

年

度

の

全

国
平

均

と
の

比

較
で

は

、
松

戸

市
民

一
人
当

た

り
の

ご

み
の

排
出

量

は
二

割

少

な

く
、

リ

サ
イ

ク
ル

率
は
二

倍
に
の

ぼ

っ
て
い

ま

す

。

平

成
1
3年

度

の
ご

み

処
理

に
つ

い

て

、

成

果
が

ま

と

ま
り

ま
し

た

の

で
報

告

し
ま

す

。

固

環

境
計

画

課

恩

宍一
・
7
3
3
1

源

ご
み
の
回
収

に
取
り

組
み
、

全
国

的
に
見

て

も
高

い
水
準
で

資
源
化

を
図

っ

て
き
ま
し
た

（
表
３
）
。

全
国
平

均

が

Ｉ
〇
％

台
な

の
に

比
べ
て
、
本
市
で
は
二
〇
％

台
で

推
移
し

て

い
ま
す

。

そ
の
分
、

ご
み
と
し
て
出
さ
れ

る
量
が
少
な
く
な

っ
て

い
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。

市

で
は
、
８
分
別
に
な

る
前

か

ら
、
独
自
に

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
リ

サ
イ

ク
ル

（
固

形
燃

料
の
原
料

を
選
別

）
や
資

表1　総ごみ量の推移

平
成
1
3年
度
か
ら
８
分
別

が
ス

タ
ー
ト
し
て
、「
リ
サ
イ

ク
ル
す

る

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

ー
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

・
焼
却
灰

の
リ
サ
イ

ク
ル
（
エ
コ

年　度 平成10 年度 平成11 年度 平成12 年度 平成13年度

人　口 462,29ﾜ 人 464,609 人 祁∠1,8副人 46ﾜ,19ﾜ 人

総ごみ量 152,326 t 149,ﾜ18t 154,9881 153,9ﾜ9t

前年比 1.∠↑％ ▲1.ﾜ％ 3.5% ▲0.ﾜ％

原単位（※） 902.ﾜ9 880.4g 913.5g 903.0g

前年比 1.1% ▲2.5% 3.8％ ▲1.196

表2　原単位の千葉県および全国平均との比較

表４　リサイクル量の推移

‾ 平成12年度 平成13年度 増　減

プラスチ
ック類

固形燃料 6,30∠辻 Ot ▲6,304t

リサイクルするプラスチック 18t 6,028t 6,010t

資源ごみ（瓶・缶・金属・紙等） 1∠|,552t 14,ﾜ93t 2剖t

ペットボトル ot 108t 108t

焼却灰（エコセメント） 301t 1,369t 1,068t

有害ごみ 94t 95t 1t

集団回収 25,401t 25,926士 525t

リサイクル奎の合計（Ａ） 46,6ﾜOt 48,319t 1,649t

総ごみ量(Ｂ)※公共収集十集団回収 180,389t 1ﾜ9,905t ▲484t

リサイクル率（A ÷BX100 ％） 25.8ﾜ％ 26.8696 0.96%

セ
メ
ン
ト
）
」
な
ど
、
さ
ら
に
資

源

化

が
進
み
、
前

年
度
比
で
〇

・
九

六
％

の
増
に
な
っ
て

い
ま
す

（
表

４
）
。

年 度 平成9年度 平成10年度平成11年度 平成12年度平成13年度

松戸市 892.8g 902.ﾜ9 880.49 913.5g 903.0g

千葉県 1,006.0g 1,022.0g 1,025.0g 1,059.0g -

全　国 1,112.0g 1,118.0g 1,114.0g - -

表3　リサイクル率の千葉県および全国平均との比較

年　度 平成9年度 平成10年度 平成1 年度平成12年度 平成13年度

松戸市 25.996 2ﾜ.2％ 26.2％ 25.9% 26.8%

千葉県 18.8％ 19.5% 19.596 19.996 -

全　国 11.096 12.1% 13.1% - -

右 ｇ　 尸 λ` 冶儿不印§ 田r7 丶`丿佳i夊

‾ 平成12 年度 平成13年度 増 減

ごみ処理費用 ﾜ9 偸8,480万円 ﾜ∠1億5,906万円 ▲5億2,5ﾜ3万円

トン当たり費用 引,引9 円 48,442円 ▲3,0ﾜﾜ円

一世帯当たり費用 43,ﾜ4ﾜ円 40,163円 ▲3,584円

一人当たり費用 17,1ﾜ8円 15,966円 ▲1,212円

前

年

度

比

で

見

る

と

約

五

億

二

千

五

百

万

円

の

削

減

に

な

っ
て

い

ま

す

（
表

５

）
。

こ

れ

は

、

８

分

別

に

な

っ
て

法

律

（
容

器

包

装

リ

サ

イ

ク

ル
法

）

に

基

づ

き

、

リ

サ

イ

ク
ル

す

る

プ

ラ

ス
チ

ッ
ク

が
新

た

に
設

け

ら

れ
、

リ

サ

イ

ク

ル

ル

ー
ト

で

処

理

さ

れ

た

こ

と

に

よ

り

、

処

理

費

が
安

く

な

っ
た

こ

と

と

、

ご
み

量

自

体

が

減

量

さ

れ

た

こ

と

が
大

き

い
と

思

わ

れ

ま

す

。

こ

れ

か

ら

も

市

は

、

ご
み

の

発

生

か

ら

処

分

の
各

段

階
で

、

ご

み

の

減

量

化

・
資

源

化

を
促

進

し

、

地

球

生

態

系

と

の
共

生

が

図

ら

れ

た

リ

サ

イ

ク
ル

社

会

を
構

築

す

る

た

め

、

す

べ
て

の
市

民

や
事

業

者

の

皆

さ

ん
と

一
体

と

な

っ
て

、「
資

源

循

環

型

社

会

（
リ

サ

イ

ク

ル

型

の

都
市

）
」
を
目

指

し
て

い
き

ま
す

。

一

票
は

社
会
を
動
か
す
ね
じ
ま
わ
し

・

投

票
時
間
・：
壬

囲
７

時

か

ら

午

後

８

時

ま

で

で

す

。

投

票

所

整

理

券

を

持

参

し

て

く

だ

さ

い
。

な

お

、

紛

失

し

た

り

、

届

か

な

か

っ
た

場

合

で

も

選

挙

人

名

簿

に

登

録

さ

れ

て

い
れ

ば
投

票

で

き

ま

す

の

で

、

投

票

の

際

、

係

員

に

申

し

出

て

く

だ

さ

い
。

一

投

票
で

き

る
人
・
：
昭

和
5
7
年
1
0

月
2
8
日

ま

で

に

生

ま

れ

、

平

成
1
4

年

７

月

９

日

ま

で

に

松

戸

市

に

転

入

届

出

を

し

、

引

き

続

き

居

住
し

て

い
る

人

・

鬪

罘

：
午

後

９

時
1
0
分

か

ら

松

戸

運

動

公

園

体

育

館

で

即

日

開

票

し

ま

す

。

一

不

在

耆

響

苹
：
1
0
月
2
6
日

出
ま

で

で

す

。

扠

票
日

当

日

に

冠

婚

葬

会場
市役所本館2階

大会議室
市内8支所

期間 10/26  aﾋ)まで

時間 午前8at30 分～午後8時

人口と世帯

祭

等
の
予
定

が
あ
る
人

、

ま

た
会
社

の

出
張

や
自

営

業

な
ど
仕
事

が
あ
る
人

、

あ
る
い
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア

や
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
の
私
用

で
投
票
区

の

区

域
外

に

い

る
人

は

、
不

在

者

投

票

が
で

き

ま

す

。
受

付

に
用

意

さ

れ

た

不

在

者

投
璽
忠
且
誓

書

兼

請

求

書

に

記

名

等

を
し

て

い
た

だ

き

、

記

さ

れ
て

い

る
理

由

の

中

か

ら

該

当

す

る
も

の

を
選

ん

で

く

だ

さ

い
。

手

続

き

に

印

鑑

は
不

要

で

す

。

・

ホ

ー
ム

ペ

ー

ジ

の

開

設
：

市

の

ホ

ー

ム

ベ
廴

ン
に

特

設

ペ

ー
ジ

を

開
設

し

、

投

票

所

案

内

図

、

不

在

者

投
票

の

仕

方

等

を

掲

載

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

投

票

囗

に

は
投

票

速

報

と

開

票

速

報

も

行

い
ま

す

の

で

ご

利
用

く

だ

さ

い
。

ホ

ー

ム

ペ
ー

ジ

の

ア
ド

レ

ス

は

右

上

に

あ

り

ま

す

。

一

選

挙
公

報
…
1
0
月
2
0
日

㈲

に

朝

日

・
産

経

・
千

葉

日

報

・
車

只
・

日

本

経

済

・
毎

日

・
読

売

の
各

紙

朝

刊

に

折

り

込

み

ま

し

た

。
各

支

所

・
市

民

セ

ン

タ

ー
等

の
市

施

設

に

も

用

意

し

て

あ

り

ま

す

の
で

ご

利

用

く

だ

さ

い

。

固
市

選

挙

管

理
委

員

会

事

務

局

登

3
6
6
・
7
3
8
6

1
1月
1
7
日

㈲

は

松

戸

市

議

会

議

員

一

般

選

挙

の

投

票

日

で

す

。

エコマネーのデザインを募集

病院事業の使用料･ 手数料の変更②

青少年会館文化 祭＆青年フ ェス

ティバル　　　　　　　　　 ③

平成14 年版環境白書　　　　 ④

市民健康づくり の集い　　　 ⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

1
0月
2
7
日

㈲

は

参
議
院
千
葉
県
選
出
議
員

補
欠
選
挙
の
投
票
日
で
す

ご
み
処
理
費
用

減
量
達
成

リ
サ
イ
ク
ル
量

リ
サ
イ
ク
ル
率

前
年
度
比
で
見
る
と
、
総
ご
み

量
は
〇
・
七
％
、
原
単
位
は

丁

一

％
と
そ
れ
ぞ
れ
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ

て
い
ま
す
。
若
干
で
は
あ
り
ま
す

が
減
量
の
方
同
に
転
じ
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

た
だ
、
過
去
の
実
績
と
比
較
す

る
と
、
ま
だ
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
で
す
（
表
Ｉ
）。

リサイクルは分別収集から

総
ご
み
量

※人口は、各年10 月１日現在

※原単位＝市民1 人が1日当たりに排出するごみ量 〔総ごみ量÷

人口（10 月１日現在）÷365 日(366 日）〕

主な内容

※平成12年国勢調査の確定値を基準とし

て集計した常住人口です。

人口　470,759人 ［+ 306 ］

男　236,962人 ［+ 126 ］

女233,797 人 ［＋180 ］

世帯　189,159世帯［+ 142 ］

ご
み

一
人
一
日
1
0
㌘
の



の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集

エ
コ
マ

ネ
ト
は

、
環
境

・

福
祉

・
教

育

・
文

化
等

の
分

野
で

、
お

金

で
は

表
し

に
く

い
善

意

や

感
謝

の

気

持
ち

を
交

換
す

る
た

め
の
地

域

通

貨

・
ボ

ラ
ン

テ

ィ

ア
通

貨
で

す
。

市

で

は

、
剄一
世

紀
の

豊

か
な

市
民

生

活
の

実
現

に

向

け

た
「

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
の
活

性
化
」
や
「

ボ
ラ

ン
テ

ィ

ア
市

民

の
育

成

」
等

の
手

段

と
し

て

、

エ
コ

マ

ネ
ト
の

持

つ

可

能

性

に

着
目

し

、
研

究

を
進

め
て

い

ま
す

。

こ

の

ほ

ど

、
市
内

ボ

ラ
ン

テ

ィ

ア

団

体

を
は

じ
め

市
民

グ
ル

ー

プ

に
よ

る
「
松

戸
的

エ
コ

マ
ネ

ー
実

行

委
員

会

」
が

発
足

し

、
エ

コ

マ

ネ
ー

の
デ

ザ

イ
ン

を

募
集

す

る
こ

と

に
な

り
ま

し

た
の

で

、
お
知

ら
せ

し

ま

す

。

圖
地
域

振

興
課

ボ

ラ
ン

テ

ィ
ア

担
当

室

登
3
6
6
・
3
0
1
5

松戸市病院事業の使用料および手数料の変更

・ 診療 報酬 の改正 に伴 い平 成15 年1 月1 日 から 再 診加 算料 ・長期 入 院料 の新設 お

よび 市外非紹介 患者 の初 診加 算料 の引き上 げを行い ます。

応募内容…実際に流通させるエコマネーの紙幣デザイン

①単位＝アウル（市の鳥の一つにも選ばれた「ふくろう」

のことで、幸せを呼ぶ鳥とも呼ばれる）

②種類＝1,000 アウル・500 アウル

③サイズ＝縦70 ミリ×横1∠旧ミリ（槓タイプ）

④カラー＝4 色

⑤その他＝単位の「ふくろう」をキャラクターとして使

用 、発行者は、「松戸的エコマネー実行委員会」とする

締め切り…11 月柘日窗

応募方法・応募先…直接または郵送で、〒2ﾜO －22 ∠凵松戸

市松戸新田129 の1　 松戸的エコマネー実行委員会事務局

（メイク松戸ビューティフル事務局内）へ

発表…11 月20 日困以降に電話で連絡

表彰…11 月25 日㈲に表彰式を行い表彰状と記念品を授与

圖松戸的エコマネー実行委員会事務局≪361-5304

圜市立病院医事課S363-2171 、東松戸病院総務課0391  -5500

再診加算料の新設

市立病院匸かかっている患者が、医師から病状が安定した等の理由により 、他

の200 床未満の病院や診療所への転院をすすめても 、引き続き市立病院で診ても

らいたいと希望した場合、その後、受診のだけに保険診療分のほかに420 円（市

外の人は630 円）が力［］算されます。

長期入院料の新設

同一の疾病や負傷により入院期間が180 日を超えて市立病院、東松戸病院に入

院されている患者は 、180 日を超えた日数については 、入院基本料（部屋代や看

護料などの料金）の巧％相当額を加算して負担いただきます（難病等国が定めた

状態で入院されている場合を除＜）。

入院期間については疾病や負傷がいったん治癒して再入院された場合等を除き 、

他の医療機関での入院期間も含めて計算されます。

※経過措置とし て、鍋年度（掲年1 月１日～3 月31 日）は入院基本料の5％相当額、

15年度（15 年4 月１日～ 拓年3 月31 日）は10 ％相当額となります。

市外非紹介患者の初診加算料の引上げ

松戸市民以外の人が非紹介患者として市立病院にかかった場合は 、初診加算料

として1,5ﾜ5 円が彑］算されます（市内の人は従来通り1,050 円）。

ふ

る
っ

て

ご
応
募

く

だ
さ

い

松
戸
的
エ
コ
マ
ネ
ー
実
行
委
員
会

会
長
・
文
入
加
代
子

私
た
ち
は
、
こ

れ
ま
で
エ
コ

マ
ネ
ー
の
持
つ
可
能
性
匕
着
目

し

、
松
戸
市
の
後
援
を

受
け

、

エ
コ
マ
ネ
ー
提
唱

者
に
よ

る
講

演
会
を
開
催
す
る
な
ど

研
究
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
市
内
の

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
を
は
じ
め
と
す

る

市
民
グ
ル
ー
プ
と

の
連
携
に
よ

り

「
松
戸
的
エ
コ

マ
ネ
ー
実
行

委
員
会
」
が
発
足
し
、
松
戸
市

に
ふ
さ
わ
し
い
エ
コ

マ
ネ
ー
の

流
通
を
目
指
し
た
実
験
的
な
流

通
を
1
2月
か
ら
実
施
し

ま
す

。

エ
コ
マ
ネ
ー
を
循
環
さ
せ

る

仕
組
み
は

、
市
民
交
流
の
中
か

ら
っ
く
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

た
め

、
エ
コ

マ
ネ
ー
の

デ
ザ
イ

ン
を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
公
募

す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

｢もし本当に働きたいと思うなら

一就職情報をきっちりゲットしようー｣

いこと、準備したいことなどしっかり把握しましょう。

１１月７日㈲午前10時～正午　会場女性センターゆうまつど

講師産業カウンセラー・栗原知女氏　定員先着50 人　費用無料

※保育あり（1歳10ヵ月以上、要予約、おやつ代200 円）

※講演内容は聖徳大学が収録し、インターネットSOA

（httpソ/ｗ　ｗｗ.click2learn.ｃ０.jp/soa/)で公開予定
匣電話で女性センター≪364-8778 へ

福
祉
の
ま
ち
・
市
民
プ
ラ
ン

●
市
民
が
事
務
局
を
つ
と
め
る
自
治
方
式

●
一
年
を
め
ど
に
市
民
プ
ラ
ン
を
作
っ
て

い
た
だ
き
、
市
に
提
言
し
て
く
だ
さ
い

「
い
つ
ま

で
も
地
域
で
自
分
ら

し
く
生

き
生

き
と

暮
ら
し
た
い
」

と
多
く

の
人

が
願

っ
て
い
ま
す
。

そ

の
た

め
に
は
、
今
ま
で
以
上
に

地
域
で

の
支
え
合

い
が
求
め
ら
れ

ま
す

。

市

は
、
市

民
と
の
パ
ー
ト
ナ

ー

シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
４

を
目

指
し
て

い
ま

す
。
今
回
、
市
民
主

導
に

よ
る
市

へ
の
提
言
作
成
の
た

め
の
組

織
「
こ
や
ま

・
福
祉
の
ま

ち

・
市

民
プ
ラ
ン
提
言
委
員
会
」

（
仮

称
）
を
編
成
す
る
た
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
参

加
を
お
願

い
し
ま
す
。

地
域

で
自
分
ら
し
く
生
活
し
て

い
く

た
め
の
委

員
会
に
参
加
し
て

く

だ
さ
い
。
小
山
地
区

の
福
祉
の

ま

ち
づ
く
り

に
つ
い
て
自
由
な
意

見
交

換
や
議
論
を
展
開
し
て
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ん
の
話
し
合

い
を
一

年

間
を

め
ど
に
ま
と
め
て

い
た
だ

き

、
市

に
提
言
し
て
く
だ
さ

い
。

市

は
、
委

員
会

か
ら
必
要
と
さ

地
下

鉄
1
1
1
1

号

線

（
半

蔵

門

線
）

の
松

戸

延

伸

の

早

期
実

現

と

地

ド
鉄

８

号

線

（
有

楽

町

線

）

建

設

促

進

の

た

め
、

松

戸

市

と

都
内

三

区

（
葛

飾

・

墨
田

・
江

東
区

）

お

よ

び
千

葉

県

・
東

京

都

と

合
同

で

、

国

土

交

通

大
臣

、
営

団

総
裁

等

の

関

係

者
を

招

き

、

住

民

決

起

大
会

を

開

催

し

ま

す

。

皆

さ

ん

の

ご
参

加

を

お

待

ち
し

て

い
ま

す

。

れ
た

資

料

収

集

な

ど

、
禾
酉
貝
会

か

ら

依

頼

さ

れ

た

こ

と

の

み

の
支

援

を

行

い
ま

す

。

公

募

す

る
人

数
・：

お

お

む

ね

十

人

仟
期
：

委

嘱

の
日

か

ら

一
年

間

資

格

曹

仟
：

南

部

小

学

校

学

区

を

中

心
と

し

た
小

山

地
区

に

在

住

の

人

。
年

齢

・
国

籍

は

問

い
ま

せ

ん

。

提

出

書

類
…

「
福

祉

の
ま

ち

づ
く

り

」

に

つ

い
て

の

考
え

を

八

百

字

以

内

の
文

章

に

ま

と

め

た

も

の

圃

Ｈ

月
1
5
日

原

【
必

着

】
ま

で

に
、

住

所

・
氏

名

’
年

齢

・
性

別

・
経

歴

を
記

入

し

て

、

文

章

を

添

え

て

郵

送

で

、

〒
2
7
1
－
8
5
8
8

松

戸

市

役
所

健

康

福

祉

本

部

企

画

管

理

室

へ

※
電

子

メ

ー
ル

で

も

申

し

込

め
ま

す
（
日
c
iｔｙ
＠
i
nｔｅ
ｒ
ｓ
ｈ
ｉｐ
.ｎ
ｅ
.ｊｐ
）。

※

モ

デ
ル

事

業

と

し

て

は

、
す

で

に

稔

台

地

区

で
平

成

Ｈ
年

２

月

か

ら
活

勤
が
始
ま

っ
て

い
ま

す

。

団

健

康

福

祉

本

部
企

画

管

理

室

容

3
6
6
・
7
3
5
0

建設促進住民決起大会
日

時
：
二
‥‥一
月

８

日

次

午

後

１

時
3
0
分

か

ら

会
場

…
江

東

区

文

化

セ

ン

タ

ー

（
江

東

区

）

※

会

場

ま

で

の

送

迎

バ

ス

を

用

意

し

て

い

ま

す

。

午

前

Ｈ

時

ま

で

に

、

森

の

ホ

ー

ル
2
1

レ

セ

プ

シ

ョ

ン

ホ

ー

ル

ヘ

お

越

し

く

だ

さ

い

。

圃
ｕ
一
月

１

日

次

ま

で

に

、

電

話

で

都

市

整

備

本

部

企

画

管

理

室

公
3
6
6・
7

3
5
6

へ

あ
な
た
の
健
康

心
身
医
学
シ
リ
ー
ズ
　
そ
の
十
四

う
つ
病
の
自
己
診
断
法
①

次

の
条
件

に
あ
て
は
ま

る
率

が
高

い
ほ

ど
、
う

つ
病

が
疑
わ

れ

る
ヶ
Ｉ

ス
は
濃
く
な

る
と
考

え
ら
れ
ま
す

。

①

一

般
的

に
「
不

定

愁

訴
」
と

い
わ

れ
る
こ

と
の
多

い
、
さ
ま

ざ
ま
な
身
体

症
状

が
出

る
。

②

精

神

的

な

乱

れ
を

示

す

異

常

や
症
状

が
出

る
。

意
欲

減
退

・
思

考
力
低
下

・

抑
う

つ
気
分
・
不

安
や
イ
ラ
イ

ラ

・
根

気
が
な

い
・
人
と
会
う

の
が
働
珎

・
自
責

感
な
ど
。

③

異

常

や

症

状

に
口

内

変
動

が
あ
る
。

一
般
に
朝
悪

く
、
夕
方
に

は

改
善
し

て
い
る
。

①

症

状

は

多
彩

で

あ

る
こ

と

が
多

い
。

睡
眠

障
害

・
食
欲
不
振

・
性

欲

減
退

な
ど
。

⑤

性

格

的

に

「
う

つ

」
に

な

り

や
す

い
タ
イ
プ
が
あ
る
。

几
帳
面

・
仕
事
熱
心

・
執
着

的

・
社
会
的

有
能
な
人

⑥

症

状

が

出

現

し

た

際

に

、

な
に
か

き

っ
か

け
と

な
る
「

で

き

ご
と
」

が
あ
る
。

病
気

・
け

が
・
転
職
・
定
年

・
死
別

・
生
活
環
境

の
変
化

な

ど
何

ら

か

の
喪

失

体

験

が

あ

298

る
。
⑦

昇

進

・
役

員

・
家

の

新

築

な

ど
で
の
心

理
的
負
担
。

⑧

気

分

の
落

ち

込

み

を

季

節

的

に
繰
り
返

す
。

例
え

ば
、
・

眠
れ
て

い
な
い

一
元

気
が
な

い
一

顔
色

が
さ
え

な
い
・

口
数
が
少
な
く

な
っ
た

・

朝
方

な
に
を
す

る
の
も
大
儀

そ
う

に
み
え

る
一

帰
宅
後

疲
れ

が
ひ
ど
そ
う
だ
一

休
日
を

疲
れ

て
い
る
よ
う
で

ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て

い
る
一

食
欲
が
な
く

や
せ

て
き

た
一

性
欲
も
落
ち
た
一
非

観
的

な
こ

と
を

い
う
・
話
し

か
け
て

も
生
返
事
し

か
し
な

い

こ

の

よ
う

な

態

度

の

多

く

は
、
何
か
体
に
異
常

が
生
じ
て

い
る
の
で
は
な

い
か
、
と
思
わ

せ

る
も
の
で
す
。

心
療
内
科
の
専
門
医

や
精
神

科

医
は
、
う

つ
の
疑
え

る
人
た

ち
に
対
し
て
は
、
受

診
時
に
こ

の
よ
う

に
問
診
を
よ
く

聞
く
こ

と
で
、
受
診
者

の
う

っ
状
態
を

探
っ
て

い
く

の
で
す

。
医

学
的

立
場
か
ら
直
接
患
者

さ
ん
と
接

し

て
、
多
角
的
に
評
価

を
し
た

う

え
で
「
う
っ
」
を

診
断
す
る

の
で
す
。

（
松

戸
市

医
師
会

）

こまっでいる「あなた」をたすけ

ます。だれかにそうどんしたいとお

もっている、こどものなやみにこた

えます。

こどもＳＯＳコール登366 一3941

※平日（開庁日）午前9時～午後5時

働くための基礎知識はありますか。どんな資格を持っていたら有利か、夫の

扶養の範囲で働きたいのか、税も年金保険料も負担して自立的に働きたいのか。

企業はどんな人を求めているか、どこで就職情報が得られるか、知っておきた

小山地区

紙幣デザインの募集要項

エ
コ
マ
ネ
ー

地
域
通
貨
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
貨

松戸市＆聖徳大学共同開催講座「女性の自立と子育て」（第５回）

地下鉄8 ・11号線

こどもからの

そうだんはこちら

子どもと女性に対する暴力の相談

が急増しています。

子どもの虐待に対する相談や、不

登校・いじめ、しつけ等養育上の問

題については家庭児童相談室で受け

付けています。女性への暴力（ＤＶ）

については 、専門の相談員が相談に

応じています。

固児童福祉課H366 ―734ﾜ

STOP ！

子どもと女性への暴力

提
言
委
員
会
委
員
を
募
集



青少年会館文化祭＆青年フェスティバル

日 時…

１１月２日(土)午後２時～７時

３日(祝)午前10時～午後６時

会 場 … 青 少 年 会 館

費 用 … 入 場 無 料

川井敏久

市長室・発

ロビーコンサート

出演日時…２日出 午後2 時か

ら・３日睨午前11 時から

内容…会館のロビーで、楽

器演奏やパフォーマンスな

どの自由な参加

募集人数…10 団体

当日ボランティア

日時･･･3日㈲午前8時30 分～

午後6時

内容…模擬店や進行の応援

対象…高校生以上の人

募集人数…10 人

一坪出展者

日時…3日歸午前10 時から

内容…自作の手芸作品（ビ

ーズ細工・絵・トールペイ

ントなど）の展示即売 一体

験型アトラクションなど

対象…30 歳までの大優先

募集人数…先着10 組

出展費…無料

申し込み…いずれも10 月28

日側までに､ 電話で青少年会

館へ

期日 時　間 内　　容

11/2 圉

午前10 時～正午
英 語によ る 講演会「SCANDALOUS  P 匚○-

PLE by Ian R.Calder 」（費用300 円）

午後2眄～3 時 南極観測隊員体験談(要予約、詳細はﾜ面)

午後2時～5 時

・松戸 ブ ラス オル ケ スタ 演奏

・青少 年 サー クル デ モン ストレ ーシ ョン

ぐ空手､ スポーツチャンバラ 山 ボンクラブ）

・ロビ ー コン サー ト

・こど も 囲碁 大会 （午 後3 時 受 付開始 ）

11/3≪
午前10 時～午後5

時

・縁 日 （金魚 スク イ 、ヨ ーヨ ーつ リ ）

・レ ト ロ 館 （昔の 遊 び体 験）

・模擬 店（顫 つき 、ラム ネ 、お でん 他）

・④ ！エン ジョ イタ イム （中 高生 ヒ ップ

ホ ップ ダン ス 、キッ ス リ ズ ム ダ ン ス 、

こ ど も 能上 演 、津軽 三 味線 、こど も ク

ラシ ッ クバレ エ ）

・こど も 将棋 大会 （午後3 時 受 付開始 ）

・一坪 出 展 （自作 の作 品 展示 即売 ）

刊本験 型 アト ラク ショ ン （陶 芸他 ）

・ひと り トー キ ー （無 声映 画 ）

・日本茶インストラクターによる ティーサロン

・ペン シ ルバ ルー ン ぽか

11/2(土)
開演　午後1時30分

午後4時30分
演劇公演「新撰組～壬生狼伝」

劇団…剣舞帝桜歌劇団

費用…無料11/3R
開演　午前川時

午後4 時

11/2c
開演　午後3 時

午後6 時 演劇公演「マグマ］

劇団…‘奇想天外’

費用…無料11/3R
開演　午前11 時

午後3時

11/3 ≫

開演

午 後O 時30 分

午 後2 時

無 声映 画鑑 賞 会 「の らく ろ」 ほ か

弁 士 …万朶 るり 子

費 用 …無料

らーめん寺子屋

９
月
2
8日
、
五

香
さ
く

ら
通

り

商
店
街

に

「
ら
１

め
ん
寺
子

屋

」

が
開
校
し
ま
し

た

。
こ

の

事

業
は
、

商
店
街

の
空
き

店
舗

対

策
で

あ
る
「
人

づ
く

り

の
場

」

の
一

つ
と

し
て

、
商
店
街

が
自

ら
実
施
す

る
も

の
で
、
千

葉
県

と
松
戸
市

が
支
援
し
て

い
ま
す
。

具
体
的
に

は
、

ラ
ー

メ
ン
店

の
ラーメンづくりに励む受講生と

開
業

を
目
指

す
人
の

夢
の
実
現

に
向
け

、
起
業

の
お
手
伝

い
を

す

る
所

で
す

。

講

習
は
一
期
三

ヵ
月

で
行

わ

れ
、

ラ

ー
メ
ン
作
り

に
不

可
欠

な
麺

や
ス

ー
プ
作
り

の
実
技

指

導

は
も
ち

ろ
ん
の
こ

と
、
店
舗

経

営
に
必
要

な
収
支
計

算

や
関

連
法

規
な

ど
、
経
営

の
ノ

ウ
（

ウ
に

つ

い
て

の
講
習

も
あ
り

ま

す

。
さ
ら
に

ラ

ー
メ
ン
店

で
の

現
場
実

習

や
生
徒

が
自

分

で
作

っ
た

ラ

ー
メ
ン
の
試
食

販
売

な

ど
実

践
に
即
し

た

カ
リ
キ
ュ

ラ

ム

も
含
ま
れ

ま
す

。

こ

の
よ
う

に
充
実
し

た

カ
リ

キ
ュ

ラ

ム
を

組
む
こ

と
が

で
き

た

の
は
、「
千

葉

拉
麺
（
ラ
ー

メ

ン
）
四

天
王

」
の
一
人

と
し

て

マ

ス
コ

ミ
に

も
取
り

上
げ
ら

れ

た
松
井
一
之
氏
が
こ
の
商
店
街

に
出
店
し
て
い
て
、
惜
し
み
な

い
協
力
を
し
て
く
れ
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
五
香
さ
く
ら
通
り

商
店
会
会
長
・
加
藤
銀
治
氏
の

熱
意
に
動
か
さ
れ
た
多
く
の
方

方
の
協
力
が
あ
っ
て
初
め
て
実

現
で
き
た
事
業
で
す
。

大
変
、
挑
戦
的
な
事
業
で
す

の
で
、
私
も
当
初
は
生
徒
が
集

ま
る
の
か
ど
う
か
心
配
し
ま
し

た
が
、
第
一
期
の
定
員
七
名
に

対
し
、
五
名
の
参
加
者
が
あ
り

ま
し
た
。
十
九
歳
か
ら
六
十
歳

ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
お

持
ち
の
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
夢

を
抱
い
て
参
加
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
順
調
な

滑
り
出
し
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

「
Ｉ
Ｔ
学
習
コ
ー
ナ
ー
」
の

利
用
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

開

設
日
：

平

成
1
5
年

３

月
2
9
日

出

ま
で

の
毎

週

水

曜
口

～

土

曜
日
（
祝

日

の
場

合

も

開

設

、

年

末

年

始

は

休

み

）

会

場
・：
文

化

ホ

ー

ル

（
松

戸

一

三

〇

七
の

一
松

戸

ビ

ル

ヂ
ン

グ
四

階
）

実

施

内
容
：

小

講

習

（
イ

ン

ス

ト

ラ

ク

タ
ー

が
指

導

）

⑦

ぽ

主

学

習

（
イ

ン

タ

ー
ネ

ッ
ト
・
電

子

メ

ー

ル

に

つ

い
て

の

質

問

に

、

イ

ン

ス
ト

ラ

ク

タ
ー

が
ア

ド

バ
イ

ス

）

対

皐

：
心

内

在

住

・
在

勤

・
在

学

で

パ

ソ

コ

ン

の

初

心

者

お

よ

び
未

経

験

の

人

定

員
…

講
習

＝
各

先

着

十

人

、

自

主

学

習

＝
各

回

先

着

五

人

（
土

曜

バ
ブ
ル
崩
壊

後
の
長
期

に

わ

た

る
不

況
は

、

い
ま

だ
、
そ

の

出
口

が
明
確
に

は
見
え

て
お
り

ま
せ

ん
。
卒
業

後
も

開
業

に
こ

ぎ
着
け

、
安
定

し
た

経
営
を
続

け

る
ま
で
に

は
、
多
く

の
困
難

が
あ

る
も

の
と
思

い
ま
す
。
寺

子
屋
に
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
に
は
、

そ

の
困

難
を
乗

り
越
え

、

ぜ
ひ

と
も

夢
を
実
現

し
て

も
ら

い
た

い
と
思

い
ま
す

。

ま

た
、
不
況

は
商

店
街

に

も

深
刻
な
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

こ

の
影

を
振
り

払

い
、
商
店
街

を
活

性
化
す

る
た
め

に
は
、
チ

ャ
レ

ン
ジ
精

神
を
持

っ
た
人

の

育
成

や
人
と
大

と
の
交

流

が
大

事
だ

と
考
え

て

い
ま
す

。

商

店
街

が
元

気
を
取
り

戻
す

た

め
に
自
ら
行
う

「
大
づ
く
り

日

の

自

主

学

習

は

一
日

二

回

実

施

し

て

い
ま

す

）

費

朋
：

無

料

圉
電

話

で

希

望

の
講

習

内

容

と
日

時

を

指

定

し

て

、

総

務

企

画

本

部

総

務

課

Ｉ

Ｔ

担

当

室

昔
3
6
6・
7
4

0
1

へ

※
随

時

募

集

し

て

い
ま

す

。

日　 稈

曜日 内　容 時　問 利用できる日

水
講 習 （ パ ソ コ ン の

基 本 操 作 ）

午後1時30 分
～4時30 分

マ月∠L囗以降

木
講 習 （ イン タ ー ネ

ッ ト の 利 用 ） 10月31日以降

金
講 習 （電 子 メ ー ル

の 送 受 信 ）
10月25日以降

土 自主学習
午後IE殕～3時

10月26日以降
午後3時～5時

の
場
」
の
運
営
に
、
こ
れ
か
ら

も
協
力
し
て
参
り
ま
す
。

市 民 の 皆 さ ん の 声 を 直 接 お 聞 き す る た

め 、市 長 室 直 通 の フ ァ ク ス と 、市 長 専 用 の

メ ー ル ボ ック ス を 設 置し て い ま す 。

市 政 に 関 し て 感 じ て い る こ と や 建 設 的 な

ご 意 見 を お 寄 せ く だ さ い( で き れ ば 、連 絡

先 を お 書 き添 え く だ さ い) 。

FAX 366-2301

メ ー ル ア ドレ ス

mayor.matsudo@intership.ne.  jp

(9月末現在の受信件数)ファクス822 件､メ爿ﾚ977 件

森
の

ホ

ー
ル
2
1

出
演
者
を
募
集

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル

㈱

松

戸
市

文
化

振

興

財

団

で

は

、「
森

の

ホ

ー

ル
2
1
ピ

ア

ノ
＆

ア

ン

サ

ン

ブ

ル

ー
フ
ェ

ス

テ

ィ

バ

ル
」

を

開

催

し

、

出

演

者

を

次

の
要

領

で

募

集

し

ま

す

。

開

催
日

時
…
1
2
月

８

日

㈲
午

後

１

時

開

演

開

催

錫

陬
：
森

の

ホ

ー
ル
2
1
大

ホ

ー
ル

応

募

質
格
…

①
将

来

音

楽

家

を

目

指

し

、

楽

器

（
ピ

ア

ノ

を

含

む

）
、
声

楽

を

練
習

中

で

音

楽

大

学

入

学

程

度

以

上

の
演

奏

経

験

の

あ

る

人

黄

疋
例

的

な

活

動

を

行

う

数

人

の

器

楽
（

口
奏

団

テ

マ
チ

ュ

ア
可

）

演

奏

曲

」】〕…

各

目

の
レ

パ

ー
ト

リ

ー
か

ら

十

五

分

以

内

で

演

奏

で

き

る

ク
ラ

シ
ッ

ク
音

楽

の
分

野

の

楽

曲

募

集

数
（
組

数

）
：

十

組

（
応

募

多

数

の
場

合

は

、

初

参

加

者

を

優

先

的

に
ｔ
掎
疋
し

、

抽

選

と

し

ま

す

。
）

参

加

曹
用
：
∴

個

人

・

一
団

体

あ

た

り

三

千

円

応

募

方

法
：
ｎ

月
1
0
日

襾

〔
必

着

〕

ま

で

に

、

往

復
（

ガ

キ

に

住

所

・
氏

名

ま

た

は
名

称

・
出

演

者

氏

名

お

よ

び
年

齢

・

演
奏

楽

器

・
演

奏

曲

目

・
連

絡
先

電

話

番

号

を

記

入

し

て

、
応

募

ぐ

だ

さ

い
。

出

演

の
可

否

は

、

復

信

に

よ

り

連

絡

し

ま

す

。

あ

て

先
：

÷
2
7
0－
2
2
5
2

松

戸

市

千

駄

堀

六

四

六

の
四

森

の
ホ

ー
ル
2
1
「

ピ

ア

ノ
＆

ア

ン

サ

ン

ブ
ル

ー
フ

ェ

ス

テ
ィ

バ

ル

応

募

」

係

固

㈱
松

戸

市

文

化

振

興

財

団

昔

3
8
4
・
2
2
2
1

廈
3
8
4・
5
2
4

3
　
E

メ

ー
ル

＝
ｉｎ
ｆｏ
＠
m
o
ｒ
ｉ

ｎ
ｏ
ｈ
ａ
１１２
１
.ｃｏ
ｍ

※
森

の
ホ

ー
ル
2
1
ピ

ア

ノ
＆

ア

ン
サ

ン

ブ

ル

ー
フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

で

は

、

音

楽

経

験

の
あ

る
人

を
対

象

に

、

こ

の
演

奏

会

の

ボ

ラ

ン

テ

イ

ア

ス

タ

ッ

フ

を

募

集

し

て

い
ま

す

。

出

演

者

と
同

じ
要

領

で

「
ス

タ

ッ

フ

募

集

」

係

ま

で

お

申

し

込

み

く

だ

さ

い
。

千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
「
連
携
組
織
推
進
月
間
」

本
会
で

は
、

組
合

を
は
じ
め
と

す

る
中
小
企
業

連
携
組
織
に
対
し

て
、

広
範

な
支

援
等
を
行

っ
て
い

ま
す

。
1
1月

１
日
～
3
0日

の

１
ヵ
月

間

を
連

携
組

織
推
進
月
間

と
定
め
、

中

小
企
業

者
、

生
活

者
を
会
員
に

し
た
組
織
づ
く
口
を
支
援
し
ま
す

。

・
任

意
組
合
を
法
人

化
し

た

い
。

一

気

の
合

っ
た
事
業

者
仲
間
で
組

合
を
作
り

た
い
。

一
定
年
退

職
者
仲
間

で
事

業
を
起

こ
し

て
み

た
い
。

・

主
婦
仲
間
で
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ョ

ッ

プ
、
弁
当
店
等
を
経

営
し

て
み

た

い
。
こ
の
よ
う
に

お
考
え

の
人

は
相

談
く
だ
さ

い
。

例
え

ば
協
同
組
合

は
、
四
人

以

上
の
事
業
者

が
総
額
百
万
円
以

上

の
出
資
金
で
、
ま
た
、
企
業

組
合

は
、
四
人
以
上

の
個
人

が
少
額

の

出
資
金
で
設
立
す

る
こ
と

が
で
き

ま
す
。

固
千
葉
県
中
小
企
業
団
体

中
央
会

松
戸
支
所

容
3
6
8
・
3
9
9
2

募　　集

No.96

ピ
ア
ノ
＆

問青少年会館?344-8556



住
み
や
す
い
街
　
松
戸
を
目
指
し
て

私
た
ち
の
街
の
環
境
レ
ポ
ー
ト

市
で
は
、
市
内
の
環
境
の
現
状
に
つ
い
て
ま
と
め
た
環
境
白
書

を
発
刊
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
生
活
環
境
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
は
、
大
気
や
川

の
汚
染
な
ど
改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

よ
り
快
適
な
街
を
つ
く
る
た
め
に
私
た
ち
は
、
普
段
か
ら
身
近

な
環
境
へ
の
取
り
組
み
を
行
い
た
い
も
の
で
す
。

圜
環
境
保
全
課
晋
一
’一
・
7
3
3
7

大

気
汚

染

～
い
つ
も
富
士
山
が
見
え
る
青
空
を
～

大
気
汚
染

は
主
に
工

場

・
事
業

場

等
か
ら
排
出
さ
れ
る

ば
い
煙

や

自
動

車
の
排
出

ガ
ス
に
よ

っ
て
引

き
起
こ

さ
れ
ま
す
。

汚
染

物
質

に
は
、
二
酸
化
硫
黄
、

二
酸
化

窒
素
、
一
酸
化
炭
素
、
光

化

学
オ
キ
シ

ダ
ン
ト
、
浮
遊
粒
子

状

物
質

な
ど

が
あ
り
、
こ

れ
ら
に

つ

い
て
は
環
境
基
準

が
定

め
ら
れ

て

い
ま
す
。

市

の
大
気
汚
染
状
況
を
見

る
と
、

二
酸
化
硫
黄
と

一
酸
化

炭
素
は
根

本

・
五
香

・
ニ
ッ
木

・
上
本
郷
局

の
す
べ
て
の
測
定

局
で
環
境
基
準

を
達

成
し

て

い
ま
す

。
し

か
し

、

二
酸
化
窒
素
と
浮

遊
粒

子
状
物
質

は
、
上
本

郷
局
で
未

達
成
と
な

っ

て

い
ま
す

。首
都
圏
で
は
自
動
車
排

出
ガ
ス
に
よ
る
影
響
が
大

き
い
こ
と
か
ら
「
自
動
車

Ｎ
Ｏ

Ｘ
・
Ｐ
Ｍ
法
」
お
よ

び
「
千
葉
県
自
動
車
交
通

公
害
防
止
計
画
」
に
基
づ

き
、
各
種
施
策
を
行
っ
て

い
ま
す
。

大
気
の
汚
れ
が
目
立
つ

久
期
は
七
都
県
市
共
同
で

「
ぐ
る
っ
と
青
空
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
に
つ
い
て
も
、
国

の
指
針
に
従
っ
て
測
定
を

行
い
、
環
境
把
握
に
努
め

て
い
ま
す
。

水

質

汚

濁

～
河
川
の
汚
れ
は
生
活
排
水
等
の
流
入
が
原
因
～

河
川

の
汚
れ
の
原
因
は
、
工
場

や
事
業
場
か
ら
流
さ
れ
る
排
水
や
、

家

庭
か
ら
の
生

活
排
水
で
す
。

し

か
し

、
工

場
や
事
業
場

は
厳

し
く

規
制

さ
れ
て
き
た
た

め
、
現

在
そ

の
原

因
の
ほ
と
ん
ど

は
生
活

排
水

に
よ
る
も
の
に
な

っ
て
い
ま

す

。市

で
は
清
流
を
復
活

さ
せ

る
た

め
、
平

成
４
年

度
に

「
川

を
き
れ

い
に
す
る
条
例
」
を
制
定
し

、
下

水

道
の
普
及
促
進
、
合
併

浄
化

槽

の
普
及
、
河
川
直
接
浄
化

施
設

の

設
置

、
家

庭
で
で
き

る
浄
化
対

策

の
推
進
や
啓
発
な
ど

さ
ま

ざ
ま
な

事
業

を
行

っ
て
お
り
、
坂
川
水

系

の
水

質
改
善
を

さ
ら

に
図

る
た
め

「
清

流

ル
ネ

ッ
サ

ン
ス
」

が
実

施

さ
れ
て

い
ま
す

。

市

囚
‥河
川
を
汚

濁
指
標
で
あ
る

Ｂ
Ｏ
Ｄ
値
で
見

る
と
、
坂
川
・
新

坂
川
は
環
境

基
準

に
適
合
し

ま
し

た

が
、
国
分

川
に
お
い
て
は
環
境

基
準

の
適
合
率

は
低

い
状
況
に
あ

り
ま
す

（
左

グ
ラ
フ
参
照
）
。

騒

音

振

動

～
生
活
騒
音
等
の
近
隣
騒
音
も
大
き
な
問
題
～

市

で

は

、

道

路

や
鉄

道

の

騒

音

・
振

動

、

航

空

機

の

騒
音

を

把

握

す

る

た

め

に

市

内

で

測

定

を
行

っ

て

い
ま

す

。

道

路

の

測
定

結

果

を

示

し

ま

す

と

、

十

地

点

測

定

中

、

九

地

点

が
環

境

基

準

を
超

え

て

い

ま

し

た

。

平

成

１１一
年

か

ら

は

、

環

境

基
準

の
評
価

方

法

が
改
正

さ

れ
、

代

表

地

点
（
定

点

で

の

測

定

）
か

ら

地

域

評

価
（
対

象

を

面

に

広

げ

て

測

定

）
と

な

り

ま

し

た

。

道

路

際

は

、

道

路

上

の

騒
音

削
減

の

ほ

か

に
、
騒
音
緩
和

の
た

め
の
地
域
的

な
対
策
を
検
討
し
て

い
く
こ
と

が

大
切
と
な
り
ま
す

。

騒
音
は
、
生
活
環

境
に
最
を

身

近
な
た
め
、
市
に
苦
情

が
寄
せ

ら

れ
て

い
ま
す

。
騒
音
苦

情
の
う

ち

建
設
土
木
工
事
と
商
店

・
飲
食
店

の
拡
声
器

や
カ
ラ
オ
ケ
に
よ
る
も

の
が
、
七
割
を
占

め
て
い
ま
す

。

市
で
は
、
苦
情

が
発
生
し

な
い
よ

う
、
事
前

の
指
導
を

強
化
し
て

い

る
と
こ

ろ
で
す

。

※ＢＯＤ＝水中の汚れを微生物が分解し、きれ

いにするのに必要な酸素の量。
数値が大きいほどその川は汚れています。

私

に
も
で
き

る
環
境
保
護

●

食
器

の
油

や
食
べ
残
し
は
、
ふ

き

取

っ
て

か
ら
洗

い
ま
し

ょ
う

。

●

飲
み

物
や
油
な
ど
を
流
さ
な

い

工
夫
を
し

ま
し

ょ
う

。

●

洗
剤
は
き
ち
ん
と
量

っ
て
使

い

ま
し

ょ
う

。

●

浄
化

槽
は
定
期
的
に
点
検
、
清

畊
を
し

ま
し

ょ
う

。

地

下

水

汚

染

市

内
で

は

こ

れ
ま

で

に

和

名

ケ
谷

・
稔

台

・
松

飛

台

・

紙
敷

よ
（

実

・
栗

山

・
二

十

世

紀

が

丘

・
松

戸

・
高

塚

新
田

・
栗

ケ
沢

で

、

有

機

塩

素

系

化

学

物

質

に

よ

る

地
下

水

汚

染

が
確

認

さ

れ
て

い
ま

す

。

市

で

は

現

状

を

確

認

す

る

た

め

、

定

期

的

に

地
下

水

の

確

認

を

行

っ
て

い
ま

す

。

ま

た

、

新

た

に
汚

染

が
発

生

し

な

い

よ
う

、

有

ま
た
、
近
隣
騒
音

の
苦

情
も
寄

せ

ら
れ
て

い
ま
す

が
、
話
し
合

い

に
よ
っ
て
解
決
で
き

る
よ
う

お
願

い
し
て

い
ま
す
。

苦
情
等
の
解
決
に

は
、
市

の
対

応
や
裁
判
所
で
の
民
事
的
対

応
の

ほ
か
に
、
国

の
紛
争
処

理
制

度
で

各
県
に
公
害
審
査
会
を

設
置
し

て

い
ま
す
。
当
事

者
の
対

立
が
著
し

い
場
合

や
損
害
賠

償
の
問
題
が
か

ら
む
場
合
な

ど
は
、

弁
護
士

、
大

学
教
授
な
ど

の
有

識
者

に
よ
っ
て

調
停
等
を
進

め
、
問
題

の
解
決
を

図

っ
て

い
ま
す

。
こ

れ
に
つ

い
て

は
、
市

か
ら
も
紹
介
を
し

て

い
ま

す
。

機
塩
素
系
化
学
物
質
を
使

っ
て

い

る
事
業
所
に
立
ち
入
り
調
査

を
し

て
、
地
下

水

・
排
水

の
水

質
検
査

を
行

っ
て

い
ま
す

。

す
で
に
汚
染

さ
れ
て
い
る
地
区

に
つ

い
て

は
、
上
水

道
へ
の
転
換

や
煮
沸
し
て
飲
料

に
す
る
こ
と
を

指
導
し
て

い
ま
す

。
ま
た
、
一
部

で
は
地
下
水
汲

み
上

げ
処
理
施
設

に
よ

る
汚
染

物
質

の
除
去
と
拡
散

防
止
を
図

っ
て
お
り

、
地
下

水
汚

染

の
対
策

に
も
関
係
す
る
「
土
壌

汚
染
対
策
法
」

が
平

成
Ｈ
年
５
月

2
9日
に
公
布

さ
れ
ま
し
た
。

有
機
塩

素
系

化
学
物
質
で
地
下

水

が
一
度
汚
染

さ
れ
る
と
、
元
に

戻
す
こ

と
が
困

難
で
す
。
新
た
に

汚
染

が
発
生
し

な

い
よ
う
、
こ

れ

ら
を

使
用

す
る
人
は
気
を
付
け
ま

し

ょ
ヽ
つ
。

み
ど
り
と
生
き
も
の

～
み
ど
り
を
育
て
増
や
そ
う
～

市

全
体

の
緑

の
面
積

は
、
千

九

百
五
十

鈴
で
、
市

の
面

積
の
三
分

の
一
程

度
は
緑
（
農
地
、
草
地
、
樹

林
地

）
で
お

お
わ

れ
て

い
ま
す

。

樹
林
地
に

つ
い
て
み
る
と
、
金
ヶ

作

地
区

の
樹
林

や
河

原
塚

地
区

、

高
塚
新
田
地
区

の
谷

地
に
見

ら
れ

る
斜
面
林
な
ど
が
主
要
な
も
の
で
、

面
的
な
広
が
り
は
小
さ

い
な
が
ら
、

特
徴
的

な
も
の
と
し
て
は
、
市
西

部

の
下

総
台

地
と
江

戸
川
低
地
と

の
境
に
帯
状
に
分

布
す
る
斜
裔
林
、

農
地

に
残
存
す
る
平

地
林
、
屋
敷矢切斜面林

林
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

平

成
Ｈ
年
４
月

か
ら
始
ま

っ
た

「
生
き
も
の
調
査

」
（
市

内
を

一
ご

メ

ッ
シ
ュ

に
六

十
五
区

分

）
は

、

日
常
生
活
の
中
で
、
地
域
内

で
め

ぐ
Ｉ
会

え
る
生
き
も

の
の
種

類
を

経
年
的
に
観
察
す

る
こ

と
で
、
地

域
環
境
や
松
戸
市
全
体

の
環

境
の

変
化
を
把
握
し
て

い
き
ま
す

。

⑩

観
察
結
果
（
平

成
１３
年

度
）

野
鳥
＝
月
平
均
四

十
種

類

昆

虫
類
（
チ

ョ
ウ
、
ト
ン
ボ

、
セ

ミ

、
バ
ッ
ク
類
）
＝
年
間

累
計
九

十
種
類

環

境
衛

生

～
あ
き
地
の
雑
草
は
所
有
者
の
責
任
で
～

あ
き
地
に
関
し

て
市
に
寄
せ
ら

れ
て

い
る
苦

情
に
は
、
雑
草

が
生

い
茂

っ
た

た
め
に
害
虫
が
発
生
し

た
り
、
防
犯
上

問
題
が
あ
る
、
ま

た
、
不
法

投
棄
が
誘

発
さ
れ

る
な

ど

が
あ
り

ま
す

。

市

で
は
「
あ
き
地
の
雑
草

等
の

除
去
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
し
、

周
囲

の
生
活

環
境
を
阻
害
し
て

い

る
あ
き

地

の
所
有

者
に

対
し

て
、

草
刈
機

の
無
償
貸
し
出
し
や
草
刈

業
者
の
あ
っ
せ
ん
制
度

等
に
よ
り

、

適
切
な
管
理
を
指
導
し

て
い
ま
す

。

公
共
下

水
溝
や
道
路
側
溝
な

ど

か
ら
発
生

す
る
蚊
や
ユ
ス
リ

カ
に

対

す

る
苦

情

も

多

く

、

薬

剤

の
無

償

交

付

の

他

、

状
況

に

応

じ

て

市

が
駆

除

を
行

っ

て

い
ま

す

。

ま

た

、
市

で

は

狂

犬

病

予

防

対

策

と

し

て

、

飼

い
犬

の

登

録

や
集

合

注

射

業

務

を

行

っ

て

い
ま

す

。

飼

い
主

に

対

し

て

は

、

犬

の
ふ

ん

の

始
末

な

ど

に

つ

い
て

も

啓

発

を

行

っ

て

い
ま

す

。

守

っ

て

い

た

だ

き
た

い

こ

と

●

あ

き

地

の

所

有

者

は

雑

草

を

茂

ら

さ
な

い
よ
ヽ
７
管

理

し

ま
し

ょ
う

。

●

散

歩

の

と

き

、

犬

の

ふ

ん

は

、

飼

い
主

が
き

ち

ん

と

始

末

し

ま

し

◆ 近隣 騒音防 止のた めの啓発

◆ 音環 境学習 会

環 境 白書 がご 覧 にな れ ま す

環境白 書( 平 成14 年 版) は 、環 境保全課 、行

政資料センタ ーお よび図 書館本館 ・分館で 、閲

覧できま す。

また 、市のホームページの｢ 環 境のページ｣ を

ご 覧く ださい 。

h卸:/ｿwwwintershipjie.jp.广mcity/matsudo/ecopage/

市が行ってい る啓発活動

◆家庭でできる生活排水対策の説明会・イペン

トの開催

◆｢ 江戸川を守る会｣ による江戸川ハイキング

・夏休み親子せせらぎ教室

◆大気関係の学習会( 星空観察・あおぞら観察

・雨の酸性度チェック)

◆大気汚染防止のための冬季対策として自動車

の使用自粛・暖房器具の適正管理の啓発

「
日
本
の
音
百

選
」
の
一
つ

、
矢
切
の
渡
し

平成14年版

環 境 白 

書



市民健康づくりの集い

期　日 行 事 名 時 間 会　場 内　　 容
申し 込 み

方法 等

10/26C土)
グ ラ ウ ン ド ・

ゴ ル フ 大 会

午 前9 時

～ 午 後 ∠t時

松戸 運動 公園

陸 上競 技場

○ “さ あ 、 始 め よ う ！　1 人 で も 気 軽 に 味 わ え

る ゴ ル フ 気 分　 ね ら う は ホ ー ル イ ン ワ ン ！ ”

申 し 込 み は

締 め 切 り 衣

し か

10/27(1日)
ジ ャ ズ 体 操 フ

ェ ス テ ィ バ ル

午後1時
～4時30分

市民会館

○ 「 き ら め く 若 さ　 オ ン ス テ ー ジ 」 ～ 健 康 づ

＜ リ の た め にジ ャ ズ 体操 を 実 践し て い る グ ル

ー プ が 、日 頃 の 活 動 成 果 を 発 表し ま す ～

参観は自由

11/9(±)

講演会

午 後1 時30 分

～3 時

(開場 午後1 時)

市民劇場

○ 講 演 会 「あ な た お 元 気 で す か ？」

テ ー マ 「健 康 松 戸21 」

～ 禁 煙 ・分 煙 を成 功さ せ る た め の よ り 良 い 環

境 づ ＜ リを めざ し て ～

講 師 … 日本 医 科 大 学 常 務 理 事 ・岩 崘 榮 氏

自由参加

保健所
コーナー

午前10時

～午後2時

松戸駅西口

デッキ

[雨天の場合

松戸駅東西

連絡通路〕

“体 験 し よ う ・見 て み よ う ・考 え て み よ う"

自 分 の 健 康 み ん な の 健 康

○ 体 力 測 定 コ ー ナ ー … 握 力 ・敏し よう 性 ・柔 軟

性 と 運 動 相 談

○ キ ャン ペ ー ン … 薬 物 乱 用 防 止 キ ャン ペ ー ン

ス トップ エ イ ズ キ ャン ペ ーン

○ 禁 煙 コ ー ナ ー … 肺 が ん 細胞 の 展 示( 顕 微 鏡) 、

呼 気 中 Ｃ Ｏ 濃 度 の 測 定

駅前健康相談

○ “血 圧 測 定 コ ー ナ ー ”～ 正 し い 血 圧 の 測 り方

がわ か り ま す

○ “体 脂 肪 測 定 コ ー ナ ー” ～ 体 脂 肪 測 定 を 行 い

自分 白身 の 体 脂 肪 率 を 知 る こ と が で き ます

○ “看 護 相 談 コ ー ナ ー ”～ 赤 ち ゃ ん か ら お 年 寄

リ ま で の看 護 の 相 談 を お 受 けし ま す

家庭介護

コーナー

○ 在宅 介 護 に 関 す る 総 合 的 な 紹 介

～ 地 区 在宅 介 護 支 援 セン タ ー の 紹 介 や 各 種事

業 のPR

歩こう会
午 前8 時50 分

～ 正 午
常盤平地区

○ 常 盤 平 地 区 コ ー ス　 ふ れ あ い22 （健 康 福 祉

会 館 ） 集合　 午 前9 時10 分 出 発

（受 け 付 け 午 前8 時50 分 ～9 時10 分 ）

コ ー ス … ふ れ あ い22 ⇒21 世 紀 の 森 と 広場

自由参加

[雨天中止]

11/10(1日)
健 康 診 査 と

相 談

午 前9 時

～ 正 午

(受 け付けは 午

前9 時～11 時)

中 央 保 健 福

祉 セ ン タ ー

常 盤 平 保 健

福 祉 セ ン タ

ー

小 金 保 健 福

祉 セ ン タ ー

○3 会 場 同 時 無 料 健 康 診 査 と 相 談

●ヘ ル ス ス ク リ ー ニ ン グ （18 歳 以 上 の 人 ）

血 圧 測 定 、検 尿 、血液 検 査 、胸 部 エ ッ ク ス線

検 査 等 （結果 は 、約3 週 間 で 郵 送 し ま す ）

※心 電 図検 査 と ヘ モ グ ロ ビ ン ＡＩＣ は40 歳以

上 、 また 、40 歳以 上ﾜ ○歳 ま で5 歳 ご と に Ｂ

・Ｃ 型月干炎 ウ イ ル ス検 査も 実 施

・ 歯 科 健康 診 査 と 相 談

幼 児 か ら お 年 寄 り まで ど な た で も ど う ぞ （歯

ブ ラ シ 進呈 ）

・ 薬 の 相 談

薬 と 上 手 に つ き あ つて い ま す か ？

かか りつ け 薬 局 を 持 ち まし よう ！ （救 急 用 品

進 呈 ）

・ 在 宅 ケ ア相 談

介 護 方 法 の相 談 ・説明 や 福 祉 ・保ｲ建等 の 各 種

サー ビ ス 制 度 の 紹 介

自由参加

健 康 ま な び 塾
基本健康診査、人

間ドックを受けた
人のための

期 日 会　場 内　容 定 員 ・持 ち 物 ほ か

11/ 5 ㈹ 小金保健福祉センター
・ 健 診 結果 の 見 方

・ 日 常生 活の 注 意

点

・ 話 し 合 い

・ 質 疑 応 答､ 相 談

吝 先 着80 人 講師

松 戸 市 医 師 会 医 師

持 ち 物 健 診 結 果 一

筆 記用 具　 費 用 無

料

11 ㈲ 中央保健福祉センター

14困 小金保健福祉センター

期 日 会　場 内　容 定員・持ち物ほか

11/21㈲ 小 金 保 健 福 祉 セ ン タ ー
講 話 運 動 の 効 用

実技 手 軽 に で きる

有酸 素 運 動 ・ウ ォ

ーキ ング の基 本

吝先 着30 人 担当

運 動 指 導 員 ・ 保 健

師　 持ち 物 健診 結

果 ・筆 記 用 具　 費

用無 料

※運動 で きる服 装 、

靴 で

25(月)中 央 保 健 福 祉 セ ン タ ー

28困 小 金 保 健 福 祉 セ ン タ ー

高

コ

レ

ス

テ

ロ
ー

ル

予

防

教

室

期 日 会　場 内　容 定 員･ 持ち 物ほ か

11/25 剛 小 金 保 健福 祉 セ ン タ ー

講 話 私 の 適 量

～ コ レ ス テ ロ

ー ル を あ げ な

い 食 事

調 理 実習 作 っ

て 食 べよ う 私

の 一 食～ 食 物

繊 維 た っ ぷ リ

メ ニ ュ ー

各 先 着30 人　 担

当 栄 養 士 ・保 健

師 ・食 生 活 改 善

推 進 員　 持 ち 物

健 診 結 果 ・ 筆 記

用 具 ・エ プ ロ ン

・ 三 角 き ん ・ ふ

き ん2 枚　 費 用

無 料

28 ㈲ 中 央 保 健福 祉 セ ン タ ー

12/ 2( 月)小 金 保 健福 祉 セ ン タ ー

圃各開催日の1:わ月前から、電話で各会場（中央保健福祉セン

ター容366-ﾜ489､ 小金保健福祉センター0346  -5601) へ

※ただし 、栄養教室は10 月28 囗（月）から受け付けし ます。

食生活講座[前４回]

会場常盤平保健
福祉センター　対
象本講座を初めて
受ける人　定員先
着30人　持ち物エ
ブロン・三角きん
・ふきん・筆記用
具　費用無料
圃電話で常盤平保
健福祉センター登
384-  1333へ

日　時 内　　容

11/5M 午

前

扣

時
～

午

後

１

時

30

分

（り

月19

日

㈹

は

正

午

ま

で

）

健 康 と 食 生 活 に つ い て （お 話 ）

スピ ー ド料T哩 （実 習 ）

12(火)

家 族 そ ろ っ て 生 活 習 慣 病 を 予 防

し よ う パ ー ト１（お 話 ）

野 菜 を い っ ぱ い 食 べ よ う （実習 ）

1糾
健 康 づく り と 運 動 ・休 養 に つ い

て(お 話) 手 軽 に で きる ョ ガ( 実技)

2欧

家 族 そ ろ つ て 生 活 習 慣 病 を 予 防

し よ う パ ート２ （お 話 ）

カル シ ウ ムを 上 手 にと ろ う（実習 ）

介 護 予 防 教 室

「
腎
臓
病
を
考
え
る
会
」
講

演
会

◆

て

ん

か

ん

医

学

基

礎

講

座

日
時
：

八

月
1
7日

収
午
後
１
時
3
0

分
～

５
時

会
場
：
女

性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ

ど内

容
…
て

ん
か
ん
の
脳
外
科
手
術

講

師
：
干

葉
大

学
病
院
脳
外
科

・

峯
清

一
郎

氏

春
用
・
：
二
百
円

（
資
料

代
）

圖
賄
日
本
て
ん
か
ん
協
会
千
葉
県

支

部
事

務
局

容
3
5
3
・
7
0
8
0

◆失語症にならないために～原因とその予防について

10月30日㈲午後3時～4時30分　会場大倉記念病院　講師

言語療法士　定員先着30人　費用無料

圃10 月28日㈲までに、電話またはファクスで小金地区在宅

介護支援センター・三浦登3∠囗－6ﾜ11B309 ―3010へ

◆福祉用具の上手な活用で快適に暮らす知恵を学びましょう

11月15 日廊午後IE時～3 時　会場松戸市社会福祉協議会（総

合福祉会館内） 講師福祉用具専門相談員・日暮幸信氏　対

象65 歳以上の人　費用無料

圃11 月８日銜までに、電話で矢切地区在宅介護支援センター

0368-7885 へ
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画
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昔
3
6
6
・
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３
１

｢自分の健康は自分でつくる｣ という意識で自ら健康づくりに取り組んでいただこうと、

10月26 日倒・27 日(日)、11月9日(土)・10日(日)に、｢市民健康づくりの集い｣ を開催します。

盛りだくさんの催しを用意していますので、大勢の皆さんの参加をお待ちしています。

圖保健福祉課保健係S366-7486
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昔
0
4
3・

四’一
・
４

６

一 一 一 一 一 一
健 康 セ ミ ナ ー　 健 診 結 果 を 上 手 に い か そ う

午 後1 時 ～3 時 （ 午 後 ○時 ∠15分 か ら 受 け 付 け ）

身体すっきり健康体操〔運動教室〕

午前10 時～正午（午前9時45 分から受け付け）

作って食べて健康に〔栄養教室〕

午前10時～午後1時30 分（午前9時45 分から受け付け）

外
国
人

ト
ー
ク
フ
ェ
ス
ト

第24回



チャンネル

［

］
ご

み

ツ

ア

ー

毎

月

第

二

水

曜

日

午

前

８

時
5
0

分

市

役

所

地

下

玄

関

集

合

、

正

午

解

散
　

コ

ー

ス

市

役

所

～

日

暮

ク

リ

ー

ン

セ

ン

タ

ー

～

資

源

リ

サ

イ

ク

ル

セ

ン

タ

ー

～

和

名

ケ

谷

ク

リ

ー

ン

セ

ン

タ

ー

～

市

役

所

対

象

市

回

仕
住

の

人
（
乳

幼

児

は

不

可

）

定

員

先

着

二

十

人

午

人

以

上

の

団

体

に

つ

い

て

は

別

途

申

し

込

み

可

。

参

加

人

数

が

十

人

未

満

の

場

合

は

中

止
）
　

登

用

無

料

奈

現

在

一
1
1
1
1

月

Ｂ

日

水

、
1
2
月

一
１１
日

水

分

を

受

け

付

け

て

い

ま

す

。

匣

参

加

希

望

日

の

一

週

間

前

ま

で

に

、

電

話

で

環

境

計

画

課

昔
3
6
6・

7
3
3
2

へ

［

］
芋

（

い

も

）
煮

会

１１一
月

３

日

㈲

午
前

Ｈ

時

～

午

後

３
時
〔
雨
天

の
場

合
４

日

鵈
　

会

場

新

葛

籬

橋
沿

い
江

戸

川

土

手

松

戸

側
　

曹
用

無

料

圜
松

戸

テ

ニ

ス

ク
ラ

ブ

ー‥一
3
6
2
・
３

［

］
登

山

中

級

富

士

の

展

望

台

越

前

岳

1
1
1
1

一
月
1
0
囗

㈲

午

前

６

時
1
0
分

新

松

戸

駅

前

出

発

（
午
後

７

時
3
0
分

解

散

予

定
）
　

内

容

静

岡

県

裾

野

市

の
擦

圓
岳
（
標
高

一

五

〇

四

Ｕ

）

に

登

り

富

士

山

の
展

望

と

散

り

も

み

じ

の
中

を

歩

く

対

象

六
十

歳

未

満

の
人
　

定

員
先

着
二

十

五

人

費

用

四

千

八

百

円

（
貸

切

バ

ス

代

・
保

険

料
を

含

む

）

圃
電

話

で

山

遊

［
］
み

ん

な

で

歌

お

う

①
1
1
1
1

一
月
1
3
日

水

午

後

１

時

～

３

時

②
1
2
月

い１１
日

水

午

後

２

時

～

４

時

会

場
稔

台
市

民

セ

ン

タ

ー

内

容

ポ

ピ

ュ

ラ

ー

ソ

ン

グ
を

歌

つ

菩
鬧

五

百

円

固

稲

垣

登
0
9
0・
９

０

１

９

・
０

９

［
］
労

災

職

業

病

な

ん

で

も

相

談

会一
1
1
1
1

月

９

日

田

午

後

１

時

～

４

時

会

場

ア

ミ

ユ

ゼ

柏

謡

靠

護

士

・
社

会

保

険

労

務

士

・
ソ

ー

シ

ャ

ル

ワ

ー

カ

ー

他
　

菩
限

熹

料

圃
当

日

会

場

で

四

千

葉

中

臾
法

律
事

務

所

登
0
4
3・

2
2
5
・
4
5
6
7

［
］
自

然

の

家

ま

つ

り

・

国

際

交

流

の

つ

ど

い

‥
1
1
1
1

月
1
0
日

㈲

午

前
1
0
時

～

午

後

３

時

会

場

県

立
手

賀

の

丘

少

年

自

然

の
家

内

容

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ
ト

・

模

擬

店

・
海

外

の

人

と

の

文

化

交

流
他
　

費

用

無

料

圖
県

立
手

賀

の

丘

少

年

目

然

の

家

容
0
4
・
７

１

９

１

・
1
9
2
3

「
」
社

交

ダ

ン

ス
ミ

ニ

パ

ー
テ

ィ

Ｈ一
月
４
日

鍬
午
後
２
時
～
５
時

会
場
勤
労
会
館
　

費
用

五
百

円

圜
松
戸

ユ
ー
カ
リ
会
・
五
條

昔
3
4
3

・
［
ａ
３
４
（
り

【
】
常

盤

平

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

文

化

サ

ー

ク

ル

作

品

展

示

会

‥1
1
1
1

月

２

日

出

・
３
日

㈲

午

前

９

時

～

午

後

４

時

会

場

常

盤

平

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー
　

出

展

ク

ラ
ブ

華

道

・
書

道

他
　

費

用

無

料

脛

常

盤

平

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー
S

3
8
6
・
0
2
0
1

［

］
自

然

と

ふ

れ

あ

う

ネ

イ

チ

ャ

ー

ゲ

ー

ム

大

会

「

く

ら

し

の

中

の

自

然

さ

が

し

」

1
0月
2
7日

㈲
午
前
1
0時
～

午
後

Ｏ

時
3
0分

会
場
2
1世

紀
の
森

と

広

場

内
容
ネ
イ
チ
ャ

ー
ゲ
ー
ム

を

通
じ
て
く
ら
し

の
中
に

あ
る
自

然

を
再

発
見

す

る
　
費
用
大
人
四

百
円

・
小

学
生
以
下
三
百
円

固
ま
つ

ど
ネ
イ
チ

ャ
ー
ゲ
ー
ム
の

会

・
水

上

昔
3
6
4
・
0
6
1
6

（
夜

間

の
み
）

［
］
観

劇

会

「

Ｏ

Ｎ

Ｌ

Ｙ
　

Ｏ

Ｎ

Ｅ

」

1
1
1
1

月
2
6日

㈹
午
後

６
時
1
5分
～

８
時
4
5分

会
場
市
民
会
館

内

容
本
場
ロ
ン

ド
ン

の
演
劇
専
門

紙

で
も
絶
賛
さ
れ
た
話
題

の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
　

費
用
五
千
六

自
円

圖
松
戸
演
劇

鑑
賞
会

・
小
野

昔
3
6
9

・
ｒ
ａ
ｑａ
［
Ｄ（
ｕ
り

［

］
松

養

祭

‥
1
1
1
1

月

９

日

出

午

前

９

時
4
0
分

～

午

後

２

時
3
0
分

会

場

県

立
松

戸

養

護

学

校

（
栗

ケ
沢

）
　

内

容

模

擬

店

・

ゲ

ー

ム

・
作

品

展

示

・
軽

食

販

売

・
近

隣

福

祉

作

業
所

な

ど

の

出

店

等

題
県

立

松

戸

養

護

学

校

昔
3
8
8・
２

［

］
松

戸

交

通

安

全

母

の

会
「

交

通

遺

児

援

護

バ

ザ

ー

」

1
1
1
1

一
月

３

口

冊

午

前
1
0
時

～

午

後

２

時

会

場

市

民

会
館

※
売

り

上

げ

は

、

交

通

遺

児

援

護

活

動

に
使

用

し

ま

す

。

固
安

全

課

市

民

安

全

係

昔
3
6
6・
７

［

］
外

国

人

の

た

め

の

人

権

相

談

1
1
1
1
1
1

月
1
3
日

水

午
後

１

時
～

４

時

侖
場

千

葉

県

弁

護
士

会

館
　

取

扱

外

国

語

中

国

諸

・

タ

ガ

ロ

グ
語

・

ペ
ル

シ

ャ
語

・

ス

ペ
イ

ン
語

・

英

語
　

相

諒
丙

容

外

国

人

の
人

権

に

関

す

る
事

項

全

般

（
在

留

資

格

・

一
般

民

事

・
労

働

関

係
・
家

事
等

）

定

員

先

着

二

十

人

持

ち

物

パ

ス

ポ

ー
ト

や
給

与

明

細

、
事

実

経

過

を

記

載

し

た

メ
モ

等
　

費
用

無

料

※
皆

さ

ん

の
近

く

に
困

っ
て

い

る

外

国

の
大

が

い
た

ら

、

ぜ
ひ

教

え

て

あ

げ
て

く

だ

さ

い
。

固
千

葉
県

弁

護

士

会

昔
0
4
3・
2
2
7・

［

］
鎌

倉

・

自

然

と

歴

史

ハ

イ

キ

ン

グ

1
1
1
1

月

３

日

㈲

午
前

６

時
3
0
分

新

松

戸

駅

前

出

発

（
午

後

７

時
解

散

予

疋
）
　

内

容

北

鎌

倉

か
ら

鎌

倉

大

仏

ま

で

の
古

寺

・
公

園

・
旧

跡

の
自

然

と

歴

史

を
四

時
間

で

め
ぐ

る

（
五

諺
）
　

定

員

先
着

二

十

五

人
　

費

用

五

千

円

（
貸

切

バ

ス
代

・
全

拝

観

料

・
保

険

料

を
含

む

）

圉
電

話

で

山

遊

塾

・
永

田

雲
0
9
0・

８

８

０

３

・
8
3
4
6

へ

［
］
十
六
㍉
映
画
会

Ｈ

月

３

日

撮
午

前

Ｈ

時

か
ら

会

場

文

化

ホ

ー

ル
内

ミ

ニ

シ

ア

タ

ー
　

内

容
「
百

目

の

あ

ず

き
と

ぎ
」

呈

映

時

間

卜

五

分

）
「

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬

」

呈

映

時

間

三

十

五

分

）
　

対

象

中

学

生

以
下

示

学

生

以

下

は
保

護

者
同

伴

）
　

定

員

先

着

二

十

人
　

費
用

無

料

匣
電

話

で

生
涯

学

習

情

報

プ

ラ

ザ

登
3
6
7・
7
8
7
1

へ

【

】
小

さ

な

音

楽

会

1
0月
2
7
日

賄

午

後

２

時

～

３

時

3
0分

会

場

勤

労
会

館

内

容

ル

ネ

ッ
サ

ン

ス

時
代

の

音

楽

（
マ

ド

リ

ガ

ル

ー
ミ
サ

曲
）

を

ア

カ

ペ

ラ

で

合

唱
　

費
用

無

料

圖
松

戸
市

民

合

唱

団

・
浅

井

容
3
8
7

・
戸Ｏ
ｒａ
ｏ
ｏ
Ｏ

「
」
個

人

市

政

見

学

会

Ｈ
月
1
2
日

次

午

前

９

時
4
5
分

市

役

所

正

面

玄

関

集

合

、

午

後

３

時

3
0分

解

散

吊
ふ
疋
　

コ

ー

ス
市

役
所

～

博
物

館

～

和

名

ケ

谷

ク

リ

ー

ン

セ

ン

タ

ー

（
昼

食

）

～

消

防

局

～

市

役

所

対

象

車

内
在

住

の
人
（
乳

幼

児

は
不

可

）
　

定

蕀

先
着

二

十

二

人
（
三

人

以

下

の
場

合

は
中

止
）

持

ち
物

昼

食
　

啓
乕

無

料

匣
１１一一
月

８

日

原

ま

で

に

、

電

話

で

広

報

課

登
3
6
6・
7
3
2
0

へ

［
］
相

模

台

学

童

ま

つ

り

1
1
1
1

月

３
日
収

〔
雨
天
の
場
合
４

日

㈱
〕

午
前
1
0時
～
午
後
１
時

会

場
相
模
台
学
童
保
育
所
広
場
（
松

戸
二

二
八
四
の

匸
　

内
容
手
話

コ

圭

フ
ス

・
模
擬
店

・
バ
ザ
ー
等

圖
相
模
台
学
童
保
育

所

昔
3
6
2
・
８

［

］
矢

切

ギ

タ

ー

ク

ラ

ブ

発

表

会

Ｈ
一
月
1
0
囗

㈲

午
後

１

時
3
0
分

か

ら

（
午

後

１

時

開

場

）
　

会

場

矢

切

公

民

館
　

費

用

入

場

無

料

圖
矢

切

ギ

タ

ー

ク

ラ

ブ

・

山
名

公

3
4
3
・
1
9
9
6

【
】
酒
の

悩
み
ご
と
相
談
・
酒

害
家
族
教
室

（
予
約
制
）

１１
‥一
月

７

日

米

・
2
1日

米

①

相

談

＝

午

後

１

時

3
0分

～

２

時
5
0

分

②

飽

至

＝
午

後

２

時
3
0
分

～

４

時
3
0
分

会

場
松
戸
保
健
所

内
容
①

ア
ル
コ

ー
ル
の
飲
み
方
に
心
配
の
あ

る
人

ま
た
は
そ
の
家
族
を
対
象
に
専
門

医

師
・
精
神

保
健
福
祉
相
談
員

が

相
談
に
の
る
②

ア
ル
コ
ー
ル
依

存

症
を
抱
え

る
家
族
同
士

の
勉
強

と

話
し
合

い
　
費
用
無
料

固
松
戸
保

健
所

精
神
保
健
福
祉
課

昔
3
6
1
・
ｎ
乙
１
０乙
１

［
］
手

賀

沼

浄

化

フ

ェ

ア

‥１１
月

３

日

㈲
午

前

Ｈ一
時
～

午

後

４

時
　

会

場

手

賀

沼

親

水

広

場

内

容

講

演

会

（
講

師

ケ

ビ

ン

ー
シ

ョ

ー
ト

氏

、
定

員

先

着

二

百

人

）
、

パ

ネ

ル

デ
ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

、
手

賀

沼

船

上

見

学

（
午

前

Ｈ

時

・
午

後

２

時

の
二

回
　

定

員

各
回

当

日

先

着

三

卜

五

人

）
　

費

用

無

料

圃

電

話

ま

た

は

フ

ァ
ク

ス

で

千

葉

県

手

賀

沼

親

水

広

場

登
0
4
・
７

１

８

４

・
0
5
5
5

隰
0
4
・
７

１

８

４

・
０

０
り９
り
β０
へ

［

］
松

戸

い

き

い

き

福

祉

フ

ェ

ア

幵一
月
1
7
日

㈲
午

前
1
0
時
～

午

後

３

時

会

場

松

戸

競

輪

場

有

料

駐

車

場

内

容

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

団

体

・
Ｎ

Ｐ

Ｏ

団

体

・
市

民

に

よ

る

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ
ト

、
福

祉

車
両

・

電

動

車

い
す

の
試

乗

体

験

、

住

宅

改

修

・

バ
リ

ア

フ

リ

ー

建

築

の

パ

ネ

ル

展

示

、

出

張

理

容

・
美

容

、

歯

科

検

診

、

体

力

測
定

、
医

療

・

介

護

な

ん
で

も
相

談
他

固

Ｎ
Ｐ

Ｏ

法

人
松

戸

福

祉

サ

ー
ビ

ス

振

興

会

昔
3
3
0・
3
4
5
0

【
】
松
戸
保
健
所
の
各
種
無
料

相

談

【

】
１１

月

の

松

戸

栄

暮

ら

し

の

相

談①

介

護

Ａ

１１Ｊ
日

丱

・
2
5日

丱

②

税
務

＝
５

日

内

・
1
9日

天

③

年

金

＝
Ｈ

日

水

・
2
8日

啝
④

法

律

＝
８

日

原

・
1
2
口

内

・
９９
一
日

原

・
2
6
日

収

⑤

資

産

形

成

１
１
日

原

・
６

日

水

・
９

日

比

・
1
3
日

水

・
1
5
日

幽

・
2
0
日

米

・
2
1
日

米

・
2
9
日

原

・

3
0日

出
　

費

用

無
料

圖

松

戸

栄

暮

ら

し

の
祖

談

セ

ン

タ

１
１・
登
3
6
0・

卜ｈχ
ｂ
ｌ
ｎ
乙

［

］
福

祉

シ

ョ

ッ

プ

1
0月
2
8
日

丱

・
2
9
日

㈹

各

午
前

９

時

～

午

後

４

時

会

場

市

役
所

一
階

連

絡

通

路
　

参

加

福

祉

施

設

い

ぶ
き

の
広

場

・

ア

ー
ト

ボ

ッ

ク

ス

・

さ

つ

き
共

同

作

業
所

固

の

ぞ
み

学

園

容
3
6
8・
1
6
3
2

［

］
学

童

ま

つ

り

1
1
1
1

月
1
0
日

㈲

午
前
1
0
時

～

午

後

２

時
〔
雨

天

の
場

合
1
7
日

㈲
〕
　
会

場

サ

ル

ビ

ア
公

園

（
常
盤

平

西

窪

町

）
　

内

容

模
擬

店

・

バ

ザ

ー

固

常

盤
平

風

の
子

学

童

保

育
所

登

誣

・
7
7
2
4

相談名 日　時 会場 内容/対象等

心 の 健 康 相 談
(予約制)

11/5 固 ・１９(火)・
27 團 午後2時～4時

松戸

保
健
所

心 の 病 と そ の 治 療 、精 神

障 害 者 の 社 会 復 帰 等 に つ

い て 、精 神 科 医 、精 神 保

健福 祉相 談員 による 相 談

女性のための健
康相談（予約制）

11/6&K) ・13 ㈲ ・

20 冰)・29 窗 午 後1

時～2 時

女医による女性の心身の

健康匚闃する相談

エ イ ズに関 する相

談・HIV 抗体 検査

11/7 ㈹・21 困午後

2時～3時
匿名結果交付は13日後

思春 期相 談( 予約

制)

11/27$) 午 後２時

30 分 ～4 時30 分

精 神 科 （思 春 期 ） 医 師 に

よる 相談

［
］
予

防

接

種

の

お

知

ら

せ

市

で

は

、
生

後
二

ヵ

月

を

過

ぎ

た

頃

に
予

防

接
種

の

通
知

を

し

て

い
ま

す

。

平

成
1
4
年

８
月

生

ま

れ

の

人

に

は
す

で

に

通
知

済
み

で

、

９
月

生

ま

れ

の
人

に

は

Ｈ
１１月

下

旬

に

通

知

し

ま

す

。

生

後

三

ヵ

月

を
過

ぎ

て

も

予

診

○平 成14 年10 月１日以 降に住民 登録またはﾀﾄ 国

人 登録をし た8 月生ま れの 大 、または 予診 票を

持 っていな い下記の大は申し 込みとなり ます。

ツ ベル クリ ン反 応 ・BCG3 ヵ 月以 上4 歳未 満

で 接種し てい ない 大

ポ リ オ3 ヵ 月以 上ﾜ 歳6 ヵ 月未 満 で2 回飲 ん で

いな い 大

Ｄ Ｐ Ｔ３ヵ 月以上ﾜ 歳6 ヵ 月末満 で∠|回接種し て

いない 大

麻 し ん ・風 し ん1 歳 以上ﾜ 歳6 ヵ 月 末満 で接 種

をし ていな い人

日 本 脳炎3 饂以上｢7歳6 ヵ 月末満 で3 回接種し て

いない 大

［
］
星

空

観

望

会

一１１一
月
1
6
日

出

午

後

６

時

～

８

時

会

場

市
民

会

館

プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム

室

と

屋

上

（
雨

天

・
曇

天

の
場

合

は

プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ

ム

の

み

）
　

内

容

プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ

ム
見

学

と
天

体

望

遠

鏡

で
月

や

す

ば

る

（
プ

レ

ア

デ
ス

星

団

）

を
観

望
　

定

員

先

着

八

十

人
　

費

用

無

料

※
ほ

体
（
二
十

人

以

上
）
や
体

の

不

自

由

な
人

は

ご
相

談
く

だ

さ

い
。

匣

電

話

で

市

民

会

館

プ
ラ

ネ

タ
リ

ウ

ム
室

容
3
6
8・
1
2
3
7

へ

【
】
松

戸

川

柳

大

会

１１
一
月

７

日

本
午

前

Ｈ

時
～

午

後

５

時
3
0
分

会

場

市
民

劇

場

内

容

課

題

句

入

選

作

品

の
発

表

と

表

彰
　

費

用

千

五

百

円

圖
松

戸

川

柳

会

・
米

島

昔
3
4
4・
５

「
」
映

画

「

ガ

イ

ア

シ

ン

フ

ォ

ニ

ー

第

四

番

地

球

交

響

曲

」

Ｈ

月

４

日

腦
午

後

１

時

～

３

時

3
0分

会

場

ア

ミ

ュ

ゼ
柏

費

用

七

百

円

（
前

売

り

五

百

円

）

固

あ
ひ

る

の
会

合
3
4
3・
0
6
4
9

票

が
届

か

な

い
場

合
ま

た

は

転

入

・
紛
失

等

で
予

診

票

の
な

い
人

は
、

直

接

中

央

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

・

各

支

所

の
市

民

健

康

相

談

室

で

申

し

込

む

か

、
（

ガ
キ

記

入

要

領

を

参

照

９

？

兄
申

し

込

ん
で

く

だ

さ

い

（
後

日

郵

送

）
。

圖
保

健
福

祉
課

予

防
衛

生
係

昔
3
6
6

・
7
4
8
4

(うら)r淞 キjで ）

健
　

康

情報催

し

物

塾

・
永

田
S
0
9
0

・
８

８

０

３

・

8
3
4
6

へ

※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

松

戸

保

健

所

昔
3
6
1・
2
1
2
1



［
］
南

極

～

昭

和

基

地

の

お

話

1
1月

２
日

出
午
後
２
時
～
３
時

会
場
青
少
年
会

館

講
師
第
四
十

二
次
日

本
南
極
地
域
観
測
隊

・
田

中
敬
子

氏
、
田
村
芳
隆
氏

対
象

小

学
生
～

一
般

定
員
先
着
三
十

人
　

費
用
無
料

Ⅲ
電
話
で
青
少
年

会
館

昔
剔
・
8

5
5
6

へ

［
］
プ
ロ
教
師
に
よ
る
中
級
社

交

ダ

ン

ス

講

習

会

Ｈ
月
６
囗
～
2
7日

の
毎
週
水
曜

日

〔
全
四
回
〕
午
後
７
時
～
９
時

会
場
稔
台
市
民
セ
ン

タ
ー
　
内
容

ワ
ル
ツ

ー
ル
ン

バ
を

ベ
ー
シ
ッ
ク

か
ら

ヴ
ァ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
ま
で

費
用
三
壬

五
百
円

圖
踊
り
子

ダ
ン
ス
研

究
会

・
清
水

昔
3
6
7
・
8
6
2
5

（
夜
間

の
み

）

［

］
屋

外

ス

ケ

ッ

チ

講

習

会

Ｈ

月

３

日

㈲

・
４

日

伽

午

前
1
0

時

～

午

後

Ｏ

時
3
0
分

会

場
9
1］
世

紀

の

森

と

広

場

パ

ー

ク

セ

ン

タ

ー

前

内

容

屋

外

ス

ケ

ッ
チ

の
基

礎

講

習

こ
陦
材

自

由

定

員
先

着

三

十

人
　

費

用

一
回

二

千

円

回一
当

日

会

場

で

瑁

淡

彩

画

会

ホ

ワ
イ

ト

ー
マ

ッ

ト

・
菊

地

容

捌
・
0
7
5
9

（
夜

間

の
み

）
リ
サ
イ
ク
ル
広
場

○

譲
り
ま
す

（
価
格
無
料
）

〔
家
具
〕
木

製

ダ
イ
ニ
ン

グ
セ

ッ
ト

◆
木

製
学
習
机

（
い
す
付
き
）
三

台
◆

シ
ン

グ
ル

ベ
ッ

ド
（
折
り
畳

み
式

・
ス
チ
ー
ル
製
）
◆
木
製

ダ

ブ
ル

ベ
ッ
ド
◆
木
製
ミ
シ
ン
台
（
足

踏
み
式
）

〔
子
供
用
品
〕
木
製

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

◆

ク
ー

バ
ン
◆

ベ
ビ
ー
フ
ッ
ク
（
ス

イ

ン

グ
付

き
）
◆

ベ
ビ
ー
ラ

ッ
ク

（
ス
イ

ン
グ
な
し
）

〔
ス
ポ
ー

ツ

・
楽
器

〕

ス
キ

ー
板

［

］
文

学

連

続

講

座
「

三

国

志

」

に

学

ぶ

～

主

な

り

Ｉ

ダ

ー

た

ち

第

一
回

＝

Ｈ
月
1
4
日

水

、

第

二

回

＝
1
1
1
1
月
2
8
日

水

い
ず

れ
も

午
前

９

時
4
5
分

～

い
1
1
1
1
1

時
4
5
分
　

会

場

女

性

セ

ン

タ
ー

ゆ
う

ま

つ

ど
　

講

師

作

家

・
守
屋

洋

氏
　

定

員

七

十

人

（
抽

選

）
　

費

用

無

料

珥
肖
１１
月

５

日

天

〔
必

着

〕
ま

で

に

、

往

復
（

ガ
キ

こ

枚

に

つ

き

一

人

）

に

住
所

・
氏

名

・
年

齢

・
電

話
番

号

を
記

入

し

て

、

〒
2
7
1
－
0
0
9

2

松

戸

市

松

戸

二

〇

六

〇

車

立

図

書

館

市

民

講

座

係

（
0
3
6
5・
5

1
1
5

）
　へ

【
】
俳

句

実

作

講

座

‥1
1
1
1

月

１

日

窗
午

前
1
0
時

～
正

午

会

場

市

民

劇

場

内

容

自
分

史

と

し

て

の
俳

句

作

り

を
学

ぶ
　

持

ち

物

筆

記

用

具
　

費

用

無

料

圃
電

話

で
松

戸
市

民

俳

句

会

・
田

辺

容
3
4
2・
3
4
5
5

へ

【
】
母

子

で

あ

・

そ

・

ぼ

1
0月
3
1
日

本

、

Ｈ
月

７

日

米

午

前

１１
一
時

～

正

午

会

場

松

戸

運

動

公

園

内

容

わ

ら

べ
歌

・
体

操

・

風

船

・
製

作

・

パ

ネ

ル

シ

ア

タ

ー

等

で

遊

ぶ
　

対

象

一

歳

半

上

二
歳

定

員

先

着

十

二

人
　

費

用

一

回

千

円
（
教

材

費

・
お

や

つ
代

を

含

む

）

圃

電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク
ス

で

、

母

と

子

の

生
活

研

究

所

講

師

・
小

林

登
隰
3
4
6・
7
6
6
0

へ

（
ス

ト

ッ

ク
付

き
）

匣
1
0
月
2
9
日

㈹

ま

で

に

、

電

話

で

消

費
生

活

課

公
3
6
6・
7
3
2
9

へ

品

物

を
譲

り

た

い
人

は

、
1
0
月

2
9日

㈹

ま

で

に

、

電

話

で

申

し

込

ん

で

く

だ

さ

い

（

一

人

三

点

ま

で

）
。

１１一
月
2
5
日

号

に

掲

載

し

ま

す

。
電

気

製

品

・
日

用

雑

貨

・
衣

料

品

・
食

料

品

・
自

転

車

な

ど

は

扱

い
ま

せ

ん

。

圖

消

費

生

活

課

登
3
6
6・
7
3
2
9

松戸地域職業訓練センター

講座名 日　　時 定員 費用

初めての'Windows

11/5C 火)･6困･11 ㈲･12 ㈹･18 ㈲

・19( 火)・25  R ・26 ㈹　　　 午前
10人
24,000円
(20,000円)

11/5W･6 ㈲･7 休)･8 銜･11 眄･

12 ㈲ ・13 ㈲ ・14 ㈲　　　 午 後
10人
24,000円
(20,000円)

Word を 使 っ た 文 書

作 成講 座
11/9 圉 ・16 圉　　　　　　 土曜 9人 12,000

円
(10,000円)

[xcel を 使 った 表計 算

講座Ｉ
11/7 床)・8 銜 ・13 ㈲ ・14 團 午 前 10人

12,000円
(10,000円)

Excelを 使 った 表計 算

講座 ｎ

11/18 ㈹・19 ㈹・25 ㈲ ・26(火)

午 後
10人
12,000円
(10,000円)

パソコンを使つてみよう

対 象60 歳以上

11/15R

午前9 時30 分 ～午 後3 時30 分 6人 ﾜ,000円

※午前コ ース午前9 時30 分～午 後O 時30 分　午 後コー ス午後1 時30 分～4 時30 分

土曜コ ース午 前9 時30 分～ 午後4 時30 分

日 商簿記2 級受 験講座
11/9 ～2/15 の土 曜 日 〔全12 回 〕

午前10 時 ～ 午後∠|眄
15人

30,000 円

(25,000 円)

宅 地建物 取引主 任者

資 格取得 講座

11/2 ～7/19 の 毎 月第1 ・2 ・3 土

曜 日 （原 則） 午 後1 時30 分～∠1時

30 分
20人

∠15,000円

(35,000 円)

※テｷ スト代実費

［

］
普

通

救

命

講

習

会

（

応

急

手

当

の

基

本

コ

ー

ス

）

1
1
1
1

一
月

９
口

出

午

前

９

時

～

正

午

会

場

消

防

局

五

階

講

堂
　

内

容

成

人

へ

の

心

肺

そ

生

法

、

止

血

法

定

員
先

着

三

十

人
　

費

用

無

料

※
修
ｒ

者

に

は

、

普

通

救

命

講

習

修

了

証

を

交

付

し

ま

す

。

※

一

時

保

育

あ

り

（
一

歳

ト

カ
月

以

上

就

学

前

ま

で

、

お

や

つ
代

一
人

二

百

円

、

要

予

約

）

圃
1
0
月
2
8
日

側

午
五
則
８

時
3
0
分

～

午

後

５

時

の

問

に

、

電

話

で

消
防

局

救

急

防

災

課

指

導

担

当

昔
3
6
3・

1
1
1
6

へ

［

］
青

空

子

供

囲

碁

入

門

1
1
1
1

一
月

３
日

㈲

①

午
前
1
0
時

～

午

後

３

時

②

午

前
1
0
時

～

午

後

１
時

会

場

①

笙
ヶ

作

公

園

⑦
相

模

台

学

童

保

育

所

費

用

無

料

（
①

の
み

子

供

祭

入
場

料

百

五

十

円

）

圖

と

き

わ

だ

い
ら

少

年

少

女

囲

碁

ク

ラ

ブ

・
武

市

登
3
6
7・
3
0
4
4

（
夜

間

の
み

）

［

］
パ

ソ

コ

ン

で

年

賀

葉

書

を

作

ろ

う

1
1
1
1

一
月

５

日

天

・

７
日

天

午

前
1
0

時
3
0
分

～
正

午

会

場

文

化

ホ

ー

ル

ー
Ｔ

講

座

室
　

内

容

ワ

ー

ド
を

使

っ

て
年

賀

葉

書
（
裏

面

）
を
作

る

窰

翳
各
回

八

人
　

費

用

各

回

八
百

円圃
午

前

９

時

か

ら
、

電

話

で

松

戸

Ｉ

Ｔ

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の
会
－
‥一
3
6
7
・

8
8
8
9

へ

【

】
Ｅ

ｘ

ｃ

ｅ

－

初

級

講

座

1
0月
2
9
日

㈹

～
3
1
日

困

薺

午
前

1
0時
3
0
分

～
正

午

会

場

文

化

ホ

ー
ル

ー
Ｔ

講

座

室
　

内

容

簡

単

な

家

計

簿

を

作

り

な

が
ら

エ

ク

セ

ル

の

基

本

を

学

ぶ
　

定

員

先

着

八

人

持

ち

物

筆

記

用

旦（
　

眥

塵

一
千

円

言

回

分

・

テ
キ

ス
ト

代

を

含

む

）

圃
午

前

９

時

か

ら

、

電

話

で

松

戸

Ｉ

Ｔ

ボ
ラ

ン
テ

ィ

ア

の
会
ｅ

ｎ

　
･

8
8
8
9

へ

［

］
社

交

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会

Ｈ

月
1
0
日

㈲
午

後

１

時
3
0
分

～

４

時
3
0
分
　

会

場

森

の

ホ

ー

ル
2
1

定

員

先

着

男
女

各

五

十
人
　

茖
珀
一

無

料
奈
多

少

で

も
踊

れ

る

人

は

ご

遠

慮

く

だ

さ

い

。

圃
当

日

午

後

１

時

か

ら
会

場

で

固

松

戸

市

社

交

ダ

ン
ス

協

会

・
石

見

公
3
4
6・
3
3
7
2

【
】
青

少

年

教

室

「

竹

の

オ

ブ

ジ

ェ

作

製

講

座

」

幵一
月

１

日

窗

午

後

５

時
～

６

時

3
0分

、

２

日

出

午

前
1
0
時
～

正

午

会

場

肯
少

年

会
館

内

容

竹

と

生

花

と

水

車

で

大

き

な

オ

ブ

ジ

ェ

を

作

る
　

講

師
生

け

花
研

究

家

・
井

上

美

恵

子

氏
　

対

象
小

学

三

年

生

～

一
般

定

員
先

着

五

人
　

費

用

無

料
圃

電

話

で

青

少

年

会

館

登
3
4
4・
8

5
5
6

へ

【
】
マ

イ

カ

ー

点

検

特

別

講

習

会

一
１１一
月

９
日

出

午

前
1
0
時

～

午

後

２

時

会
場

ふ

れ

あ

い
2
2
（
健

康

福

祉
会

館
）
　

内

容

講

習

と

実

技

講

師
千

葉
県

自
動

車

整

備

振

興

会

松

戸

支
部

職
員

審

霞
立
十
人
（
運

転
免

許

を

有

す

る

障

害

者

優

先

）

費
用

無

料

（
昼

食

付

き

）

圃

電

話
ま

た

は
（

ガ
キ

ー
フ
ァ

ク

ス

に
住

所

・
氏

名

・
電

話
番

号

・

障

害

者

手
帳

の
有

無
を
記

入

し

て

、

〒
2
7
1
－
0
0
6
4

松

戸

市

上

本

郷

四

一

七

五
　

松

戸

市
身

障

運

転

者

協

会

・
草

間

佑

子

（

昔
因
3
6
5・
0

7
3
7

）
　へ

公民館市民大学講座「日本経済は復活するか？」〔全5回〕

日時 会場 内　　容 講　師

11/ 5 く火） 午
後
ワ

聘
Ｓ
８

時30

分

女
性
セ
ン
タ
ー

ゆ
う
ま
つ
ど

｢ 日 本 の 時ｲ 弋｣ から｢ 失 わ れた10 年｣ へ
聖 徳 大 学 教 授 ・ 員

壁 哲 夫 氏
12㈲

金 融 ・財 政 の 機 能 麻 痺 … 不良 債 権 ・ 国

債 累 積

19㈲ 経 済 の空 洞 化 … 日本 の モ ノ 作 り は ？ 同 ・ 村 瀬 満 男 氏

26 吠） 日 本 の ｜ 丁革 命 の 現 状
同 ・ 由井 真 人 氏

12/ 3( 火) 日 本 の ＩＴ 革 命 の 行 方

定員先着ﾜO 人　費用無料

圃電話で公民館容368-121 ∠Lへ
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※費用のうち（　 ）内は当会員事務所または団体会員のメンバーの
場合です。受け付け開始時に定員を超えた場合は抽選となります。
圃10 月25 囗銜午前9時から、費用を持って直接、松戸職業訓練セン
ター（小金原1の19 の3 、登3∠19-3200) へ

○
次
回
掲
載
分
に
つ
い
て



見に行こう　聴いてみよう　＝文化施設だより＝
森のホール21

期　日 内　 容（★｛ま有料） 限馴 問い合わせ先

大

ボ

ト

ル

11/ 2 圉
ザ ・レ ビ ュ ー～ 宝 塚OG によ る 「 サ ・

セ ・パリ 」　　　　　　　　　 ★
15:30 RO-ON　　　　　　o365 ―9911

16 圉
都響 松戸 シリ ー ズNo.2　 オ ーケ ストラ

の輝 き　　　　　　　　　　　　　 ★
14二00
歸東京都交響楽団

R03 ―3822 ―0ﾜ26

17(日)佐藤 陽子 ヴァイ オリン リ サイタ ル　 ★ 14:00 RO-ON　　　　　　S365-9911

30 圉 美輪明 宏 音楽会 “愛 ”　　　　　 ★ 18:00 RO-ON　　　　　　S365-9911

小

ホ

ー

ル

11/ 3 冊

ピアノ・テクニトーン発表会
牡00 ㈲柏ミュージックアカデミー

Q352 ―982414二00

旅 する モー ツァ ルト　 クレ メン テ ィと

の世 紀の 戦い　　　　　　　　　　 ★
19:00 う たぴあの　　S( ⊃3-5981-ﾜ826

4脯 箏曲おさらい会 13:00 雅楽喜久会　　　　　 昔3萌-0854

6㈲ 松戸・狂言のタペ　　　　★( ※完売) 18:30 RO-ON　　　　　　c365-9911

15 鵆 プ リ ズム コン サー ト　　　　　　　 ★ 18:30 ハッピーハートの会　S345-3500

17 臼 国立音楽院　ピアノ発表会 12:00 国立音楽院　　 合03 一泓96-80 肪

23 ㈲
ダン ス パフ ォーマ ン ス　 パワ ージ ャム

vol.3　～make move ～
16:30
にAVA'S School

o03  ―3648  ―2029

24 ⑧
第11 回元 山音 楽 教 室　 ピ ア ノ ・エ レ

クト ーン　 コン サ ート
12:30 元山音楽教室　　　　a389-ﾜ998

休館日…月曜日(ただし祝日の場合は開館し、翌日休館)

市民会館

期 日 内　 容（★（ま有料） 霈演時間 圜い合わせ先

11/ 3 竭 第54回松戸市文化祭「民踊大会」 9:30 教）社会教育課　　　　s366 ―ﾜ462

4詢 ｢かりゆ凵X ンドJ CONCERT  2002　★ 15:00 RO －○冂　　　　　　　S365-9911

10 斜
第54 回松戸市文化祭「松戸市民謡連
盟大会」

９二拓 教）社会教育課　　　　S366-ﾜ462

12 ㈲「小椋佳」コンサート　歌談の会　 ★ 18:00 肢舛公戸市文化振興財団　o384  ―2221

15 窗 「松戸歌謡友の会」月例会 11:00 松戸歌謡友の会　　　　n38 ワー8991

16U 二）「松戸ギタークラブ」定期演奏会 1∠1:00 松戸ギタークラブ　　　 昔34∠卜5136

17日 第54回松戸市文化祭「吟詠の集い」 9:20 教）社会教育課　　　　o366 ―ﾜ荀2

23 竕 第54回松戸市文化祭「日本舞踊大会」 10:00 漸 ）社会教育課　　　　Q366 づ462

24(日)秋のチャリティー歌謡　　　　　　★
13:00

18:00
㈲ワイド企画　　　　　S362- ワ1ﾜ6

30 倒 第ﾜ回松戸市国際文化祭 10:30 (只胼公戸市国際交流協会　o366 一ﾜ310

休館日…月曜日(ただし祝日の場合は開館し、翌日休館)

文化ホールギャラリー

会　期 内　　容 問い合わせ先

11/ 5 固 ～　10 槌
第12回凛の会洋画屐 凛の会・伊藤　　　　　　 公388 －04 胴

第32回創美会展 創美会・本洋　　　　　S344  -8258

11/ 6 團～10( 日) 第26回朴山会書展 朴山会・山中　　　　　　f13 ∠囗-9071

11/12 ㈹～　14 團 シャドーボックスアーﾄ 作品展 シャドーボックスアート 鷲D$q345 ―7371

11/12W ～　17(日)
第22回あすなろ会洋画展 あすなろ会・三平　　　　g36 ワー4536

秋季あひる会展 松戸あひる会・宇津見　　 登362-8688

11/19C 火)～　24( 日)

松戸女性洋画教室第35回記念作品展 松戸女性洋画教室・柳沢　o345 ―1839

第18回松戸クロッ牛一の会作品展 松戸クロッキーの会･永井　S392-0033

金曜デ ソヽサン会作品屁 金曜デッサン会・井代　　S345  -2.引 １

11/27(710～12/1 茴 松戸地方特殊学級合同作品屐 教）教育研究所　　　　　S366 ―ﾜ461

11/28 困～12/1 臼 白山会展 白山会 一黒沢　　　　　　S363-4016

開館時間…午前10時～午後6時 休館日…月曜日

松戸駅市民ギャラリー

期間 11/7 ㈲まで 11/8R ～21 團 11/22 銜～12/5 團

東
グループ敬展

匝吉田IS386-6006

四季の風景

匱加藤Q386-6210

つれづれの会絵手紙展
圜中野a388 ―2883

西

松戸 ボタ ニ カ ル ・ア ー ト 「植

物細 密画作 品隘 」

圜川 端S343-8409

虚空窯 陶芸 教室作 品展

匱 白 次S369  -0321

津軽こ ぎん 刺し 「く る みの会 」

作品展

固 田 中昔345-1612

救急医療体制
健康保険証をお忘れなく

衛生会館所在…竹ケ花45 の53

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関( 待機病院、休日在宅

当直医､ 夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所等) を案内しています]

O366-0010

平日 午後4 時30 分～翌日午前9 時

休日と土曜 午前9 時～翌日午前９㈲

◆夜間急病診療所　　0368-3756

衛生 会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

2*365 ―3430

衛生会館内　 午後８時～11 時

松戸市の市外局番は047です

期　　圜 内　　　容

11/1 ㈹～30 圉 午後1 時

１５分 ・３時 祐 分 か ら

(土･E 曜 日 ，祝 日 は午

前11 時 からも) 上映

ハ イビ ジョ ン映 像 「日本 の旅　 小 京都 ④- 一一竹 原 ・三 次・尾 道 ・備 中高梁

・津山 」 《上映時 回50 分》

会場 講 堂　観 覧無 料

12 月 ＝ 「日 本 の旅　 小京 都 ⑤ 一 龍 野 ・篠 山 一出石 一越 前 大 野 ・小 浜 」

《上映時 間50 分》

※11/3R) は 講演 会開 催の ため 午後IE侍猖 分 からの 上映 は中止 し ます。

11/24 的)まで

企 画展 「は に わの十 字路 一 古代 東 国の 交流 と地 域性 － 」

内 容松戸 市栗 山古 墳群 から 出土し た 埴輪 を手 がかり にし て 、古 墳時 代の 東

国 にお ける江 戸川 下流 域の 地 域性と 交流 の実 態を 解明し ま す

会 場企画 展 示室　 観覧 料一般300 円 （500 円） ／高 ・大学 生 拓O 円(250

円匚 ／小 ・中学生100 円 （拓O 円）

※ （　）内 は常設 屐と の共 通観 覧料 金

11/4 ㈱・17（日） 各午
後2時～3 時

企 画展 「は に わの十 字路 」展 示解 説会

解 説企画 展担 当学 芸 鷯　会場 企 画展 会場

奈参加者 は 企画展 観覧 料 が必要 です 。

11/30 出～12/23 竭

出 土遺 物巡 回展 「房 総発 掘も のが たり 」

内 容考古 資料 を通 し て先人 の 生活 や文化 につ い ての理 解を 深め ても らう た

めに 、県内 各地の博物 館を巡回し て注目さ れる 発掘成果を 紹介

会場 企画 展示 室　 費用 観覧 無料

シル クロ ード ・コレ クシ ョン公開 資料 … 浮彫仏 伝図 「涅 槃・仏 塔礼拝］「分舎利 」　 パキスタン 出土

江戸時 代旅 装 束試着 体 験…毎 月第1 日 曜日午 後1 時 で 時 く8時 べ 時 から各 回男 女各1 人

圃 電話 で市 立博物 館試 着体 験係S384-821ﾜ2 へ

休館 日…月 曜 日 （祝 引木日 の場 合は 開館し 、翌 日休 館） ・第4 金曜 日 ・年 末年始(12/28 ～1/4)

開 館 時間 …午 前9 時30 分～ 午後5 時 （入 館は 午後4 時30 分 まで ）　 常設 展 観覧料 … 一般300 円(240

円）、高 一大学 生150 円（100 円 ）ノ 」卜 中学 生100 円（60 円）〔（　　） 内は 団体料 金/20 人以 上〕

※毎 週土 曜 日は 、小 ・中学 生の 観覧は 無料 です 。

ガ イドツ アー （常設展 示解説）･‥毎 日午 前10 時 ・午後2 時 から30 分 間 （参加 者は観覧 料が必要 です ）

学 芸員に よる展 示スポ ット解説 …毎週 日曜日 午後2 時30 分から20 分 間 （参加 者は観覧料 が必要 です ）

※来 館者専 用の 駐車場 はあ り ません ので 、21 世紀 の森と 広場 の有 料駐車 場 をご利 用く ださい 。

市民劇場
期日 内　　容（★は有料） 開演胯間 問い合わせ先

11/ 4 ㈱ ピ アノ発表会 13:00 横山由里　　　　　　　　　　S369-0428

7㈲ 第9回松戸川柳大会　　　　　★ 膕:00 松戸川柳会　　　　　　　　S344-5916

16 倒
ウ イング ハー モニカ　 アン サン

ブ ルコン サー ト
13:00
ウ イン グハ ーモ ニカ （金高 ）

a04 －ツツ3-9619

17 紐
歌謡 サー クル 発表会　 ノヴ ア高

橋と 仲固 たち
13二00ポピ ュラー 歌謡 教室　 四季　　S343-6631

24 ㈱ 第 纐回ピアノコンサート 13:00 大武千惠子　　　　　　　　　s391-4866

30圉 カラオヶ歌謡祭 10:00 歌謡スタジオ「歌練］　　　　S394-2223

休館日…月曜日（ただし祝日の場合は開館し、翌日休館）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ！

21世紀の森と広場パークセンター

日　　時 内　　容

§ 11/23(≫午前10 時～11 時30分
バー ドウォ ッ チン グ　 講 師自然 解 説眞 一小池 畭爾 氏

圃 当 日パ ーク センタ ーで 〔雨 天中 止〕　 定 員先 着25 人　 費 用無料

展示 10/29W ～11/4 ㈱ 草木染め展　主催ザ・糸ぐるま

相談
毎週 水･ 土･ 日曜 日と 祝日 の午前10

時～ 正午 と午 後1 時 ～3 時30 分

みど りの相 談 員によ る花 や緑 に関 する 相談( 電 話でも

受 け 付け ます)

休館 日… 月曜 日( た だし 祝 日の場 合は 開 館レ 翌 日休 館)

關歛時 間‥･牛 鷁9 日寺～ 年毎4 時30 分 印 目 から年 前9 時～ 午毎4 腆)

戸定歴史館
期　日 ・　　　　　　　　　　　　　　内　　　　容

12/1(1日)まで

戸 定 邸 で の 調 度 内 容水 戸藩 最後 の藩 主を 務め た衙| 昭 武が明 治1ﾜ 年 に 建設し

た戸定 邸 に伝来レ 使用さ れていた 絵画 、工 芸品 、焼 き物な どを 中心 とする 調度

品を展示し てい ます。

開館時 間‥･午前9 時30 分～ 午後5 時 （入館 は4 時30 分 まで 、月曜 日は 休館 ）

入館 料… 戸定 邸・歴 史 館共通 入館 券づ 投240 円 （200 円八 高 ・大 学生160 円 （120 円）、小 ・中学

生80 円 （60 円 ）個 別入場 券一般150 円(120 円 ）、高 ・大学生100 円 （80 円）、小 ・中学生50 円

（40 円）〔（　）内 は団 体料金/20 人以 上 〕

※＋匳 日は　 小 ・中学 牛の 卸 苣は無料 で す。

○お気軽にご相談＜ださい １１月の相談あんない○

相談名 期　 日 時　 間 会　 場 讖

市政･一般民事
月～金曜日

午前8時30分～午後5時
市民相談課 市

民
相
談
課

酋366

・
７
３
１
９

※

一
般
民
事
相
談
＝
金
銭
・
身
の
上
・

相
続
・

離
婚
等
冢
庭
問
題
の
相
談

交通事故 午前9時～午後5時

法律相談

(予約制)

月･火･木曜日 午後1 時～5 時

市

役所

相
談
コ
ー

ナ
ー

第1月曜日 午前9時～正午

税務相談 第2金曜日 午後1 時～5 時

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30 分

行政相談 第2･ 第4月曜日 午後1 時～3 時

不動産相談 水曜日 午後1 時～5 時

外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午

住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課

労働相談 第1・第3月曜日 午後1 時～5 時 商工観光

課労政係※労働･内職相談は東葛飾支庁商工労政課(8361 -4089)でも行っています。

子育て相談 月～金曜日 午前8時30分～午後5時

すくすくさぽ－と21
S367-4646

ＣＭＳ子 育 て支 援 セン

タ ー　S394 ―5590

チェリッシュ・サポート・

システムH308-5880

家庭児童相談 月～金曜日 午前9時～午後5時 児童福祉課内

Q366-7347母子婦人相談 月～金曜日 午前8時45分～午後5時

就学相談(予約制)
月～金曜日 午前9時～正午･午後

1時30分～4時30分

教育研究所（予約専用）

S366-7600教育相談(予約制)

青 少年 相 談

(電 話)
月～金曜日

午前8時30 分～
午後4 時30分

こども課

S363-7867
青 少年 相 談

(来所冐 予約制1

午 前8 時30 分～

午 篠5 晧

こ ども 課

S366-7464

※住宅課S366-7366 、商工観光課S366-7327

※相談はすべて無料です。閉庁日の相談はありません。

相談名 期　 日 時　 間 会　 場 圃

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時ｙ午後3時

総 涌 談ｺｰﾅｰ
千
葉
地
方
法

務
局
松
戸
支
局

市
民
相
談
課

昔366

・７

３
１
９

川 月） 馬橋支所

5㈹ 六実支所

5㈹ 小金支所

6(水) 常盤平支所

6(水) 新松戸市民センター

7休） 小金原市民センター

※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(B  363 -6278) でも行っています。

心

配

ご

と

相

談

第1～第4金曜日

午 前1(〕時～午 後3 時

鵯 膕 談ｺｰﾅｰ 社
会

福
祉

協

議
会

昔
368

・
Ｏ

［`り
０

３

顋 月） 馬橋支所

5㈹ 六実支所

5㈹ 小金支所

6(水)・20 冰) 常盤平支所

6(水)・20團 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

7休卜21 團 小金原縣ｾﾝﾀｰ

痴ほう介護相談 22颱 午後1 時～3 時 社会福祉協議会

消費生活相談 月～金曜日 午前8時30分～午後4時
消費生活センター

Q365-6565

ゆ う まつ ど

こ こ ろの 相 談

(予約 制)

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時 女 性 セ ン タ ー

(相 談 室 直通)

S363-0505

第2～第4木曜日

第1木曜日 午後2時～8時

パ ー ト労 働 悩みご

と相談 （予 約 制 ）
5廁

午後1時30 分～

4時30 分

女 性 セ ン タ ー

登364 一8778

高年齢者職業相談
月～ 金 曜 日( 第

3木 曜 日を除 く)
午前9時～午後5時

高 年齢者 職業 相談室

Q368-5656

博物館(21世紀の森と広場内)384-5

050

368-1
237

367-

7810

教)社会教育?366-

7462

362-

2050

345-
8900

368-
0070

384-8
181


